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■ はじめに 

 

平成 25年 11月に久元喜造市長が誕生し，三宮周辺地区の再整備を含む都

心の大胆な活性化を打ち出されたのに対し，議会の立場から政策提言を行うこ

とを目指し，緊急議会を開いて「未来都市創造に関する特別委員会」を設置，

委員会の初会合を開いてから，早くも１年を迎えようとしています。 

   

本委員会は，その特徴として，神戸の魅力は何か，また，今後どういう魅

力をつくっていけばよいのかという点に関して，テーマを定めて積極的に参

考人を招致し，意見聴取，意見交換等を行いました。また，複数の委員をも

って編成する班単位での実地調査を可能とし，臨機応変に調査を補強しまし

た。 

調査にご協力をいただいた参考人及び調査先の皆様には，この場を借りて

御礼を申し上げます。 

 

 神戸は，１月17日に阪神・淡路大震災の発生から20年の節目を迎えました。

市民を初めとした懸命の努力により，まちは再生しましたが，復興の過程では，

未来に向けた投資は抑制を余儀なくされました。しかし，雌伏して時を待ち，

まだ課題を抱えながらも，将来を見据え，活力を生み出し，豊かさやまちの発

展につなげるために必要な体力をようやく取り戻してきました。今，全国的な

人口減少と超高齢社会の進展など，本市を取り巻く環境は厳しさを増す中にあ

って，神戸も次の世代へとまちを引き継いでいく取組をしなければなりません。 

  

 そうした中，神戸市議会基本条例の施行後，二元代表制の一翼を担う議会が，

合議制の機関として独自の観点から，専門的知見などを活用することにより，

積極的に政策提案等を行おうと，これまで政策条例も制定してきました。そし

て，このたび，初めての試みとして，市会として政策提言を行うものです。 

 

 委員会では様々なテーマについて，意見等が出されましたが，その中から，

短期的な視点から中・長期的な視点まで，レベルも様々ですが，最低限，今こ

こで挙げておきたい内容に絞り，提言をまとめました。一方で，限られた時間

の中で，当初の目的であった市街地西部地域など議論ができなかったものもあ

りましたが，これらの議論は次期以降の市会に委ねさせていただきます。 

 

 本提言が，将来にわたって神戸のまちの発展の一助になるよう，市当局にお

かれてはこれを尊重のうえ，輝ける神戸の未来都市を創造していかれることを

お願い申し上げます。
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■ 委員会の審議経過 

 

１．委員会の設置 

 平成26年５月12日，２会期制の導入後初の臨時本会議が開かれ，新たな

時代の神戸のまちづくりについて調査するため，未来都市創造に関する特別

委員会が設置された。 

・名称 未来都市創造に関する特別委員会 

・目的 三宮周辺・ウォーターフロント地区における都心の再生や市街地西 

部地域などの活性化の原動力となる神戸市独自の魅力をいかに創出す

るか，またその基盤となる潤いある都市空間の整備や新たな交通手段

（ＬＲＴ等）を含む総合交通体系の整備など，多文化共生を前提とした

新たな時代の神戸のまちづくりに関する必要な事項について調査する。 

・委員定数 1 5人 

  委 員 長：  田 謙 治（公明党：西区） 

  副委員長：かわなみ 忠一（自由民主党：中央区） 

  理  事：平 木 博 美（民主こうべ：中央区） 

       沖 久 正 留（公明党：中央区） 

       梅 田 幸 広（自民党神戸：西区） 

       森 本   真（日本共産党：長田区） 

  委  員：川原田 弘 子（民主こうべ：垂水区） 

       岩 田 嘉 晃（民主こうべ：西区） 

       堂 下 豊 史（公明党：北区） 

       浜 崎 為 司（自民党神戸：長田区） 

       石 丸 誠 一（自民党神戸：垂水区） 

       平 野 昌 司（自由民主党：兵庫区） 

       味口 としゆき（日本共産党：灘区） 

       上 原 みなみ（新世代こうべ：北区） 

       あわはら 富夫（新社会党：中央区） 

   【参考】 

① 会派別委員数 

民主こうべ政策議員団３人，公明党神戸市会議員団３人，神戸市会

自民党神戸議員団３人，自由民主党神戸市会議員団２人，日本共産

党神戸市会議員団２人，新世代こうべ１人，新社会党神戸市会議員

団１人     

② 選挙区別委員数 
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中央区４人，西区３人，北区２人，長田区２人，垂水区２人，灘区 

１人，兵庫区１人 

・期間 議会閉会中も調査を行い，その終了まで継続する。 

 

２．活動状況 

（１）委員会 

  第１回：平成26年５月12日（月） 

正副委員長の互選，理事の選出 

第２回：平成26年6月5日（木）  

委員会運営 

第３回：平成26年７月10日（木） 

神戸の魅力について意見聴取（参考人：神戸芸術工科大学学長 齊

木崇人氏） 

第４回：平成26年８月７日（木） 

  神戸の都心の『未来の姿』（将来ビジョン）と三宮周辺地区の『再  

整備基本構想』について報告聴取（住宅都市局） 

第５回：平成26年９月４日（木） 

都心の魅力について意見聴取（参考人：神戸フィルムオフィス代  

表 田中まこ氏） 

第６回：平成26年11月６日（木） 

  若者の集う街について意見聴取（参考人：神戸電子専門学校校長  

福岡壯
そう

治
じ

氏） 

第７回：平成26年12月８日（月） 

 産業振興について意見聴取（参考人：実業家，神戸ファッション

コンテスト審査委員長 齋藤統
おさむ

氏） 

  第８回：平成27年１月27日（火） 

      提言書案について委員間討議 

    第９回：平成27年２月９日（月） 

      提言書案について委員間討議 

    第10回：平成27年３月20日（金） 

      委員長報告案について委員間討議 

  

（２）理事会 

  第１回：平成26年５月12日（月） 

    委員会運営など 

第２回：平成26年５月19日（月） 
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    委員会運営など 

第３回：平成26年５月26日（月） 

    委員会運営など 

第４回：平成26年６月５日（木） 

    委員会運営など 

第５回：平成26年６月16日（月） 

    委員派遣の方法など 

第６回：平成26年７月22日（火） 

    前回の委員会のまとめ，委員派遣など 

第７回：平成26年８月７日（木） 

    今後の委員会のテーマなど 

第８回：平成26年９月16日（火） 

    前回の委員会及び委員派遣のまとめなど 

第９回：平成26年11月18日（火） 

    前回の委員会のまとめ，今後の予定など 

第10回：平成27年１月14日（水） 

    前回の委員会のまとめ，提言書案など 

  第11回：平成27年１月29日（木） 

      提言書案など 

  第12回：平成27年３月９日（月） 

      委員長報告案など 

 

（３）実地調査 

第１回：平成26年７月18日（金） 

西日本旅客鉄道株式会社から駅ビルの建替え計画等について説明 

聴取 

  第２回：平成26年７月23日（水） 

  阪急電鉄株式会社から駅ビルの建替え計画，市営地下鉄との相互

乗入れ等について説明聴取 

  第３回：平成26年９月８日（月）～９日（火） 

① 株式会社日本設計等と三宮周辺の再整備について意見交換 

       ② 渋谷区等から渋谷駅中心地区再開発について説明聴取及び実地

視察 
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■提言の内容 

 

１．都心に関する提言 

 

（１）三宮周辺地区の再整備についての提言 

①３層歩行者ネットワークについて 

 【提言①】 

   歩行者動線が鉄道や道路に分断されることなく，地下・地上・デッキレ

ベルの３層において，バリアフリー構造で，東西南北の往来ができるよう

にすること。 

 【説明①】 

   近年，駅周辺の再整備が各地で進められてきたが，空間が分断されてい

たり，複雑で分かりにくかったりと，回遊利便性が確保されていない事例

が見受けられる。 

   三宮周辺は，現状，ＪＲ神戸線や阪急神戸線，また県道 21 号神戸明石

線，国道２号などの幹線道路により東西南北が分断されており，いかに歩

行者動線を確保し，分断感を解消して回遊利便性を向上させるかが再整備

の成否を大きく左右すると考えられる。 

   例えば，渋谷駅中心地区再開発では，東横線を地下化するなど縦方向の

移動が多くなったため，地下鉄とビルとを接続するとともに，地上への動

線をビルと一体的に整備し，アーバン・コアと呼ばれる縦移動をスムーズ

に行えるような再開発を進めている。 

  また，平成 26年 11月に歩行環境の向上のため，鯉川筋等（大丸前スク

ランブル交差点周辺）で交通社会実験が実施されるなど検討が進められてい

るが，三宮周辺地区においても同様の調査・検討が必要であろう。 

 

②バス及びタクシー乗り場について 

【提言②】 

   バス及びタクシー乗り場の再整備・再配置により，神戸の玄関口にふさ

わしい，安全で利用しやすい公共交通ターミナルを形成すること。 

 【説明②】 

   平成 18 年，ミント神戸ビル（神戸新聞会館ビル）１階部分と北側にあ

ったバス乗り場を一体的に整備したバスターミナルが供用開始した。 

   これにより，一定の改善は図られたが，神姫バス神戸三宮バスターミナ

ルは引き続き存続しており，また，路上発着のリムジンバスなどの路線も
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運行されている。 

   さらに，発着場所だけでなく，案内表示の分かりにくさ等も指摘されて

おり，依然として，観光客はもちろん市民にとっても利用しにくい面があ

る。 

限られた空間での創意工夫により，タクシープールを含めた多様な交通手

段の結節機能の強化が期待される。 

 

③歩行者滞留空間について 

【提言③】 

   平常時は，歩行者の憩いの場として，災害時は，一時的な避難場所とし

て，滞留できる空間を設けること。 

 【説明③】 

   大規模な災害等が発生し，交通機関が途絶すれば，多くの通勤・通学者，

観光客，ビジネス客等が行き交う三宮を中心に，多くの帰宅困難者の発生

が見込まれる。その場合，駅周辺等の混乱防止のためには，相応の一時的

な滞在スペースが必要になると容易に想定される。 

   また，現状，イベントや待ち合わせ等を行うことができる空間が十分と

は言えないため，平常時においてこうした用途に使用できる空間があれば

にぎわいの創出等にも寄与するであろう。 

   なお，整備に当たっては，舗装や照明，ベンチ，上屋，備蓄倉庫など施

設やデザイン等について衆知を集めることが望ましい。 

 

④神戸のシンボルについて 

【提言④】 

   三宮に降り立ったときに「神戸に来た」と感じられる，唯一無二のシン

ボルを生み出すこと。また，ソフト面からの演出を仕掛けること。 

 【説明④】 

   ＪＲ，阪神電鉄，阪急電鉄，ポートライナー及び市営地下鉄が乗り入れ

る三宮は，市内外から人々がホームに降り立つ市内最大のターミナルであ

るが，現状は，都市景観上のアクセントに欠けている。 

そのため，神戸のシンボルとしては，ポートタワーや六甲連山などを有し

ているものの，新たなシンボルを生み出し，画一的，没個性的な再整備に終

わらせないことが重要と考える。 

   市外の人が訪れたときに，神戸に来たことを実感し，神戸の特色である

山と海が近いという雰囲気が感じられるようなシンボル，市民が帰ってき

たときには，神戸に戻ってきたと実感し，安堵を覚えるような，アットホ
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ームなシンボルが望まれる。 

それは，高さや大きさで威容を誇る建造物である必要はないし，また，ハ

ードだけでなく，ソフト面，例えば音響的な演出を仕掛けることも考えられ

る。 

  例えば，歩行者ネットワークや滞留空間の整備に合わせて，フラワーロー

ド上に山と海を同時に眺望できるエリアをつくるとか，公募により決定され

た「神戸の音」を三宮や新神戸の各駅で流すといったことが考えられる。ま

た，西日本旅客鉄道株式会社への調査（平成 26 年７月）においては，「京

都駅の大階段や大阪駅の大屋根のような，三ノ宮駅のシンボルは市民が喜ん

でもらえるようなものとしたい。」との回答もあったところである。 

 

⑤三宮東地区へのアクセスについて 

【提言⑤】 

   三宮東側の動線を強化することにより，三宮東地区へのアクセスを向上

させること。 

 【説明⑤】 

   平成 24 年３月 20 日，阪神電鉄が神戸三宮駅の東口改札口を供用開始

し，同時に地下通路が接続された。また，同年７月 30 日には，三宮東歩

道橋（都市計画道路「三宮駅前東線」）が供用開始し，順次，三宮東地区の

回遊性が向上し，活性化に寄与している。 

   これをさらに推し進め，例えば，ＪＲ三ノ宮駅からの東側への動線の強

化を図ることにより，より利便性が高まり，アクセス向上の効果が発揮さ

れると考える。 

 

⑥相互乗入れ（市営地下鉄と阪急）について 

 【提言⑥】 

   市営地下鉄西神・山手線と阪急神戸線の相互乗入れについては，三宮周

辺地区の影響だけではなく，市全体の大局的な見地に立って判断すること。 

 【説明⑥】 

   相互直通運転は，平成16年10月の近畿地方交通審議会の答申の中で，

事業の具体化の可能性を検討すべき主なもののうち，「乗継ぎ利便性の向

上に資する事業」のひとつとして挙がったものである。 

   相互乗入れができるようになると，三宮が通過駅となり，乗換え客の減

少によるマイナスの影響が指摘されている。 

   しかし，一方で，三宮以東からの地下鉄西神・山手線沿線への人口移動，

具体的には，学園都市を初めとした大学等への通学，総合運動公園や神戸
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文化ホールなどへのスポーツやレジャー，住宅団地への定住などを目的と

した人口のさらなる流入も期待できる。 

   阪急電鉄株式会社への調査（平成 26 年７月）では，「相互乗入れで利用

者の利便性の向上が図られるが，神戸のまちづくりとの整合性を考慮し，

メリット・デメリットを整理して考えたい。どこまでを地下化するかの確

定案はない。バリアフリー化等の課題がある春日野道駅の課題解決の一案

としてもある。ただし，春日野道駅の課題解決策と決まったわけではなく，

春日野道駅はそれ自体としても検討する。相互乗入れにより生まれる土地

の利用計画もまだない。終電の延長については，メンテのための作業基地

が使えるようになれば，可能性としてある。20年のスパンの事業である。」

とのことであった。 

   市としては，地方公営企業の管理者の立場だけでなく，地方公共団体と

して，都心部のみならず，全市的・大局的な見地に立って調査・検討を行

い，阪急電鉄株式会社を初めとした関係者と緊密な協議を進め，最終的な

判断を下すことが望まれる。 

 

⑦連鎖型の再整備について 

 【提言⑦】 

   駅，鉄道及びビルの再整備に連鎖した周辺の再整備により，より質の高

い機能集積と再生の効果を発揮させること。 

 【説明⑦】 

   中心市街地における建替えはしばしば，個々の敷地に余裕がないため単

独で行うことが難しいだけでなく，業務活動の縮小又は停止を余儀なくさ

れるなど，支障をきたしかねない制約を有している。 

   その問題点を解決する手法として，移転建替えのための種地を確保し，

直接移転による建替えを段階的に連続して実施する連鎖型の再整備がある。 

   三宮は，駅を中心として，東側に中央区役所などを含む区域，南側にそ

ごうなどを含む区域及びさんセンタープラザなどを含む区域がある。北側

にも飲食街などの区域がある。 

   これらの区域において，再整備の機運を盛り上げ，建替え意向のある権

利者が参画して，連鎖型の一体的な再整備ができれば，より効率的，より

効果的な再整備が実現する可能性が出てくると考えられる。 

 

⑧認識の共有，情報交換等について 

 【提言⑧】 

   市が主体となり，土地・建物所有者など関係者間で十分に認識を共有し，
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情報交換に努めるとともに，可能な限り広く情報発信を行うこと。 

 【説明⑧】 

   三宮周辺地区の回遊性の向上，にぎわいや集客の相乗効果を生むために

は，関係者間での建替え等の計画の情報交換，内容や時期の擦り合わせが

望まれるどころか，欠かせないといっても過言ではない。 

   しかしながら，現状は，一部で単体の建替えが進んでいるほか，今後の

計画についても鉄道事業者間で十分な協議が見受けられないなど，回遊性

やにぎわい，集客が図られないばかりでなく，「神戸の玄関」を体現してい

くのに必要な統一感あるデザイン性を欠くことにならないか危惧される。

また，再整備により，都心部のみならず市内各方面へ負の影響がないか関

心が持たれるところである。 

   それを回避するためには，市が中心となって調査を行い，関係者の個性

や意向を尊重しつつ，三宮周辺地区を初めとする市全体の魅力の向上に向

けた認識の共有と機運の醸成を図る必要がある。 

 

（２）その他都心についての提言 

①繁華街・歓楽街について 

【提言⑨】 

   繁華街・歓楽街における新たな魅力の構築と，総合的な活性化に取り組

み，さらなるイメージアップを図ること。 

【説明⑨】 

   神戸の都心を市民や観光客にとってさらに魅力あるものにするためには，

神戸の都心ならではのにぎわいが必要である。 

そのためには，従来の繁華街・歓楽街の活性化を図ることに加えて，神戸

ならではのグルメである「神戸ビーフ」や「昼網」を味わえる店舗の充実が

不可欠であり，これらのグルメを夜遅くまで楽しめる場を作ることが重要で

あると考える。 

   さらに，こうした繁華街・歓楽街は安全・安心に楽しめることもまた重

要であり，悪質な客引きや違法駐車・駐輪等が横行し，市民や観光客に不

安・不快な思いをさせるようなことがあってはまさに本末転倒である。特

に，悪質な客引きについては各地で悪質な客引きを規制する条例も施行さ

れているが，条例による規制だけでなく神戸らしい解決策も模索する必要

がある。 

   したがって，都心の繁華街・歓楽街の再生という観点から，市が主導し

て，現状の問題点を洗い出すとともに，新たな魅力を構築するための取組

を行うべきである。 
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   例えば，生田新道を歩行者天国化しイベントを行うことで，新たなにぎ

わい創出の起爆剤とするとともに，まち全体のイメージアップに寄与する

ような取組を行ってはどうかと考える。 

   一方で，その取組は，地元事業者のやる気がなければ進まないことから，

このような機運の醸成や必要な調整等，長期的な視野に立って行うべきで

ある。 

 

②東遊園地について 

【提言⑩】 

東遊園地については，芝生化やＷｉ－Ｆｉフリースポットの設置，多彩 

なイベントの開催などにより，日常から市民やビジネスマン，観光客を呼び

込むこと。 

【説明⑩】 

東遊園地は，現在，「阪神淡路大震災 1.17 のつどい」や神戸ルミナリエ

などの会場として利用されているほか，今秋には，神戸ビエンナーレ 2015

の会場としても使用が予定されている。また，広域避難場所としても指定さ

れている，都心の一等地にある貴重な空間である。 

しかしながら，都心のオアシスとして，水と緑に囲まれた憩いの空間と 

して整備されているものの，平常時は閑散としており，地域資源として多く

の人に親しまれている状況にはない。 

東遊園地が，その価値を十分に発揮し，神戸のまちのバロメーターとし 

て元気を発信していくためには，例えば，芝生化したり，Ｗｉ－Ｆｉフリー

スポットを設置したり，フリーマーケットや地場産物のマルシェなど多彩な

イベントを開催することによって，日常的に市民やビジネスマン，観光客を

呼び込む仕掛けが必要である。 

また，東遊園地がにぎわい，より多くの人々に愛着を持たれることによ 

って，ウォーターフロントへの距離感や価値観も変わってくるのではないだ

ろうか。 

   さらに，都心の一等地にある東遊園地のイメージアップにより，神戸全体

のイメージアップにもつながり，神戸への集客，移住等にも寄与するもので

あると考える。 

 

③ＪＲ駅前の再整備について 

【提言⑪】 

   三ノ宮駅前だけではなく，新神戸，元町，神戸も含めた JR駅前の重要性

を認識し，再整備を図ること。 
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【説明⑪】 

   神戸の都心の『未来の姿』（将来ビジョン）の策定については，三ノ宮だ

けでなく，新神戸，元町，神戸のＪＲ各駅も都心の範囲に含まれている。 

   特に，新神戸駅は新幹線での神戸への玄関口であり，三宮を初めとする

都心への誘客に重要なポイントである。新神戸駅に降り立った瞬間に，「神

戸に来た」，「また神戸に来たい」と思わせるようなシンボルや仕掛けが必

要である。 

   また，神戸駅は，南側はハーバーランドとして整備されたが，北側につ

いては，にぎわいが不足していると思われる。その活性化を検討する必要

があると考えられる。 

 

２．広く神戸の未来に関する提言 

 

①神戸らしい景観について 

【提言⑫】 

   デザイン都市・神戸にふさわしい，個性的で特色を生かした景観誘導を，

中心市街地を重点として行うこと。 

 【説明⑫】 

   近年，大資本による小売，飲食等のチェーン店が地域内に店舗を構える

ことにより，画一的な景観の形成が全国的に進んでいる。沿道は全国どこ

でも見られる均質な風景を目にするのが日常になっている。 

全国展開のコーポレートカラーとデザインで彩られた空間の続出は，その

地域の個性ある風景を壊してしまうが，一方で，サービスを享受する人々も

多く存在すること，営業の自由を有すること等から一律に規制を行うことは

好ましくない。 

本市は，昭和53年10月に「神戸市都市景観条例」を制定して以来，「神

戸らしい都市景観をまもり，そだて，つくる」ための施策を推進しているが，

殊に中心市街地においては，観光振興や文化振興の側面からも個性と特色を

生かした景観づくりをさらに強力に推進すべきであり，デザイン都市・神戸

にふさわしい景観の形成を目指すことが必要であると考えられる。 

 

②山と海との共生について 

【提言⑬】 

   より多くの市民が山と海に囲まれた神戸のまちを日常的に意識し，親し

めるよう，多元的な機会の創出により，裾野を広げること。 

 【説明⑬】 
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   山は洪水の緩和等の役割を果たしているほか，貴重な動植物の生息生育

の場であり，食材や木材を供給してくれる。海は，地球環境の保全や気候

の安定という役割を果たすとともに，人間に水産物やエネルギーなど様々

な資源を提供してくれる生命の根源である。 

神戸は大都市でありながら，六甲山系の山と瀬戸内海の海に抱かれた自然

豊かなまちである。山と海は悠久の歴史を刻み，これからも神戸のまちに有

形無形の恵みを与えるとともに，時として牙を剥けようとするであろう。 

   現在，六甲・摩耶や都心・ウォーターフロントの活性化を初めとした取

組も進められているが，市民が山と海に身近に親しむ機会をさらに増やし，

裾野を広げる取組を続けていくことが，市民が山・海から様々な恩恵を受

けていることを認識するとともに，地球環境問題などを考えるきっかけに

なり，山と海との共生を楽しむことにつながると思われる。これは身近に

山と海がある神戸市民の特権である。 

   例えば，海については，東西に長い海岸線の特長を生かし，水域が市民

の足として活用されるような実験的な取組を行いつつ，実用化を見据えた

検討を進めることも考えられる。 

 

③心地よい音環境について 

【提言⑭】 

   公共空間の整備やまちづくりにおいて，音響的な配慮を最大限に施すこ

とにより，心地よい音環境を形成すること。 

 【説明⑭】 

   現在，私たちは様々な音にさらされているが，不特定多数の人々が行き

交う公共空間において，建築面での音響的な配慮が十分でなく，不快で不

要な音が氾濫し，喧噪感が高く，音響的に極めて劣悪な状況になっている

ところが見られる。聴覚的な快適性が，軽視あるいは無視されている。 

公共空間においては，不快で不要な音は小さく抑え，情報価値のある音 

を際立たせ，心地よい音環境を創造することがなおざりになってはならない。

音から得る情報を手掛かりにして行動している視覚障害者にとっては尚更，

様々な音がそれぞれクリアに聞こえることが望ましい環境といえる。 

   また，広くまちづくりを行うに当たって，騒音との住み分けが重要であ

る。幹線交通施設や工業団地の周辺に，住居等の生活空間が拡大しないよ

うな，逆に，住居等の生活空間に騒音源が侵食してこないようなまちづく

りが心地よい都市空間を形成する。 

音環境を神戸のまちトータルにデザインすることを高めていくことが望

まれる。 
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④若者が集うまちについて 

【提言⑮】 

   「学ぶ」・「働く」・「住む」・「憩う」，あらゆるライフステージやライフシ

ーンにおいて若者が集まる環境の整備，機会の創出を図ること。 

 【説明⑮】 

   進行する人口減少，少子超高齢社会の流れを変えるには，若い世代が必

要な教育を受け，就職し，結婚し，子供を産み育てる営みをさらに次の世

代へと引き継ぐ，終わりのない循環がしやすい環境の整備が必要である。 

市内には，20の４年制大学，５の短期大学，１の高等専門学校，さらに

専修学校（39校）等が立地しているが，卒業とそれに続く就職や進学等を

契機に市外へ転出することも多い。若者が少しでも多く，市内で生計を立て

ることができるようになれば，人口減少，少子超高齢社会の流れは変えられ

る。そのためには，既存産業あるいは新たな産業の創出，起業の支援等によ

って雇用吸収力を高めることが第一に必要なことである。 

また，都市の魅力として，起業だけでなく，あらゆる分野でチャレンジで

きる機会づくり，きっかけづくりが重要である。それによって，教育環境や

就労環境だけではなく，芸術文化やスポーツ，グルメ，ファッション，観光

などを楽しむまちの総合力が若者を惹きつけ，それぞれの分野で水準を向上

させる好循環を生むと考えられる。 

 

⑤住まいとコミュニティの存続について 

【提言⑯】 

   空き家や空き店舗等の解消に向けては，個別事案への対応にとどまらず，

まちづくりの視点から，官民協働の下，全庁的，根治的な取組を推進するこ

と。 

 【説明⑯】 

    少子超高齢社会の進展で人口減少が続くと叫ばれ，全国的に空き家等の増

加やまちの活力の低下が課題となっている。 

空き家等の増加に対しては，多くの自治体で条例が制定され，国において

も「空家等対策の推進に関する特別措置法」を制定し対策に乗り出したとこ

ろである。これは，適切な管理が行われていない空き家等が防災，衛生，景

観等の地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしており，地域住民の生命・

身体・財産の保護，生活環境の保全，空き家等の活用のため対応が必要とさ

れるためである。 

しかし，空き家問題を，増え続ける空き家等をどう解体するか，どう生か
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すかという対症療法的な問題解決に終わらせてはならない。空き家等の発生

は，生活環境の悪化だけでなく，コミュニティ活力の減退，居住者の減少に

よる商業施設や医療機関等の撤退，公共交通サービスの縮小・廃止，まちの

ブランド力の低下，行政コストの増大といった多くの連鎖的問題を孕んでい

る。 

とりわけ，計画的開発団地を多く抱える本市にとっては，住まいとコミュ

ニティの存続は非常に重要な課題である。 

よって，様々な課題を地域レベルで根本的に解決するためには，ハード・

ソフト両面の重層的，複合的な取組が必要になると考えられる。 

 

⑥神戸のまちの発信について 

【提言⑰】 

   神戸の都市イメージやブランドを絶えずブラッシュアップし，ワールド

ワイドに発信をすること。 

 【説明⑰】 

本市はこれまで，数多くの都市宣言を行ってきた。これにより，市民の暮

らしの向上や産業集積を図るなど，都市の魅力を高める一定の効果を挙げて

きたが，行政主導で行われたことなどにより限界も露呈し，中にはブラッシ

ュアップが十分ではなく，今日に至っているものもある。 

また，国際都市や神戸ブランドといった，神戸の形容詞，代名詞とされる

ものが陳腐化していないか，今一度顧みる必要があると思われる。 

例えば，神戸ビーフは海外でも高級銘柄牛肉の代名詞としてすでに広く知

られ，神戸ビーフでないものでも「ＫＯＢＥ」の表記がされて店頭に出され

るなど独り歩きの域に達しているが，現状にとどまることなく，最近でも香

港や欧州連合（ＥＵ）への輸出が始まるなどさらに進化をとげようとしてい

る。 

一方で，今後，開港 150年を迎えようとしている中，国際的という神戸

のまちのイメージであったり，ジャズやスイーツ，日本酒，ワインなどの文

化についての競争力，発信力をさらに磨いていく必要があるのではないだろ

うか。 

そのきっかけとして，国内で知名度を上げて海外へ進出するよりも，海外

でステータスシンボルを獲得すると同時に国内に発信することが効率的，効

果的な場合もあろう。 

また，Ｇ８や2019ラグビーワールドカップ，2020東京オリンピック・

パラリンピックなど国際的に知名度のあるイベントやＭＩＣＥを活用する

ことも積極的に行うべきである。 
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⑦新たな交通手段の導入について 

【提言⑱】 

   ＬＲＴ，ＢＲＴなど新たな交通手段の導入については，過去から学び，

未来を見誤ることがないよう，十二分に調査の上，冷静かつ慎重に判断す

ること。 

 【説明⑱】 

   近年，交通環境負荷の軽減や公共交通ネットワークの充実，移動のバリア

フリー化等を目的に，各地でＬＲＴの導入に向けた取組が進められ，補助事

業や支援施策も拡充されて，導入への促進が図られている。そのような中，

本市においても，導入可能性の検討が事業者を巻き込んで進められている。 

   この点，ＬＲＴやＢＲＴなど新たな交通手段の導入の検討に当たっては，

昭和の時代に急速なモータリゼーションが進展し，バスや地下鉄への転換に

伴い市電が廃止されたという本市の歴史について必要十分な再検証を行う

ことが肝要である。同時に，今後，低炭素社会の実現に向けて，燃料電池車

の普及など交通手段を取り巻く社会経済の環境変化を的確に見据えること

が求められる。 

   もちろん，実現には，その他の課題解決も必要であり，自動車の流入規

制など強権的な対策を講じることも問われてくるものである。 
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第３回未来都市創造に関する特別委員会 開催概要 

 

１ 日 時 平成 26 年７月 10日（木） 10時 00分～15時 05分 

〔休憩 12時 00分～13時 00分〕  

 

２ 場 所 第４委員会室 

 

３ 出席者 吉田委員長，かわなみ副委員長，平木理事，沖久理事，梅田理事，森本理

事，川原田委員，岩田委員，堂下委員，浜崎委員，石丸委員，平野（昌）

委員，味口委員，上原委員，あわはら委員（欠席者なし） 

    齊木崇人氏（参考人） 

 

４ 主な内容 

(1)参考人意見聴取 

〇神戸の地勢（素地）を考えることが重要 

・神戸の素地，自然生態は，瀬戸内海に面していること，海には六甲山系を源流とす

るたくさんの川が流れ込んでいる。瀬戸内海の中の大阪湾，播磨といったユニット

を形成している。この海の価値を捉え直さなければならない。神戸は昔から，瀬戸

内海で重要な役割を果たしてきた。東側の重要な入口となっている。神戸は海岸線

が長い。 

・山の尾根線を見ると，六甲山系の地勢，立地条件をうまく生かしながら居住域が形

成され，現在に至ってきている。六甲山は神戸開港の時（1868年），禿山だった。

この禿山の環境を安全で活用できる環境へ手繰り寄せるために，水災害や震災を通

して多様な経験をしている。この六甲山系，山麓，市街地，ウォーターフロント，

大阪湾，ニュータウン，田園，里山，この多様な風景が多様なライフスタイルを生

み，神戸の大きな魅力となっている。 

・六甲山は 1902 年（明治 35 年）から植林の歴史があるが，水害対策や水源を得

ることから始まったこの努力を市民が，子供たちがどれだけ知っているだろうか，

課題である。 

・神戸は神戸として存在しているだけでなく，水系域，生態を隣接市町と共有してい

る。神戸には国土と環境を守る役割と責務がある。 

・マスタープランの中の環境共生方針図は，一番重要な図である。このゾーンの把握

の仕方，水系，緑地帯の捉え方，市街地における緑地と居住域の捉え方は，計画の

中に生かしていくべきである。六甲山の尾根線や水系を乗せて見ると，大きな稜線

で囲まれた単位で区が分かれている。その中にまちやコミュニティが存在している。
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もう一度，自然生態をベースに，地域の環境の生態，コミュニティの単位をあぶり

出していく必要がある。 

 

〇神戸の多様な環境を生かした住まい 

 ・神戸の魅力を語るときに，人の暮らしが基本であり重要なポイント。 

・海，市街地，ニュータウン，山，田園など一つの都市の中にあるこれらの多様な環

境が神戸の魅力であり，それをまちづくりに生かすとともに，環境の変化に順応し

つつ改変しながらまちづくりが進められてきた経験も大切である。地域やコミュニ

ティの素地を洗い出すと，その姿が見えてくる。 

・神戸の斜面地形を断面で捉えると分かりやすいコミュニティがつくられている。多

様で個性的なコミュニティも魅力である。 

・一方，近年では高齢化が進み，空き地や空き家の増加等の課題も顕在化してきてい

る。 

 

○課題を解決し神戸の魅力の向上に資するプロジェクト例 

・まちづくり，里づくりの実践力も神戸の魅力である。里づくり（人と自然との共生

ゾーン条例）は他都市も神戸をモデルにし，都市と田園を一体化してどう秩序づけ

るか対応をしている。震災後のまちづくりの実践では，三宮中央通り，かつて「裏

線」と呼ばれた地区で「三宮中央通りの誕生」を目指して取り組んだ。 

・新しいプロジェクトとして，旧舞子ゴルフ場跡地を利用したニューガーデンシティ

舞多聞がある。ＵＲから依頼されたものである。まちづくりにあたって 2000 年

（平成 12年）に，日本のオールドニュータウンへの次の５つの問い掛けをし，100

年を経て生き続けるガーデンシティ・レッチワース（1903～）の功罪を学びつつ，

これらの課題を解決すべく様々な取組を行った。 

  ①人口減少，少子高齢化を予測できたか。 

②量的目標だけでなく，住環境の質や住まいの価値水準を維持するための工夫があ

ったか。 

③風土の魅力や地域の固有性を生かした計画やデザインがなされていたか。 

④隣接するコミュニティとの有機的な連携が生まれたか。 

⑤住まいやコミュニティ自ら再生するプログラムが準備できていたか。 

・神戸の魅力は，そこに住みたい人たちが仲間をつくって，一緒にコミュニティづく

りに参加する文化がある。多様な住宅がつくられる中で，場所の特性に目を向け，

住まう人のコミュニティや，理想の住宅づくりを目指している。常に新しい課題に
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チャレンジするまなざしを神戸は持っている。 

 

〇これからの神戸のまちづくり 

・神戸は神戸開港の 1868 年以来，時代や社会のモデルを常に提供してきた。震災

や戦災，水害との闘いや経験からつくられたのである。 

・「生態文化都市」を提案したい。様々な自然生態に対応しながら，その環境への適

応の中で神戸が発展してきた。神戸を文化創生都市と捉えるには，都市の素地であ

る自然生態を捉え直す必要がある。神戸には，その自然生態の上に「ところ」の問

題，「いとなみ」の問題，そして「もの」の問題がある。（資料 48-1，-2頁） 

・ところの問題とは，動植物の生態系，自然災害，水資源，土地利用，農地と里山，

交通体系，そして樹林地・民有緑地の問題である。 

・いとなみの問題とは，人口，雇用機会，地域コミュニティ，犯罪，そして疾病の問

題である。 

・ものの問題とは，消費型経済，地価，住環境，景観，そして歴史的遺産の問題であ

る。 

・あるプロジェクトをひとつの課題として捉えるのではなく，場所での問題，営みの

問題，つくられるものの形や空間の問題を総合的に議論していかなければならない

だろう。 

・統括監在任のとき，神戸の未来に向けた政策と戦略の理念についてつくったメモ

（THINKING CITY OF KOBE）がある。（資料 49-1，-2頁） 

  ①市政が政策実現の意思と自信を持つ 

  ②神戸の生態文化を生かして未来への戦略計画を構築する 

  ③市民が結束して未来へのプログラムに取り組むための基盤づくり 

  ④市政に責任を持つ市民の誕生 

  ⑤神戸市政に敬意を抱く市民の誕生 

・未来づくりへの方法は持続型のデザインプロセスである。問題解決型のＰＤＣＡサ

イクルに問題把握のリンクが必要である。未来づくりは問題発見と解決実践の無限

のサイクル運動であり，問題解決に偏重したＰＤＣＡサイクルからの脱却をしなけ

ればならない。（資料 50-1，-2頁） 

・４年間，統括監を務め，様々な人々に出会った。そういう人々には次の６つの特色

があった。これからの神戸を担う人々はこういう方々ではないか。また，こういう

人々がさらなる力を持てば，神戸の未来にさらに磨きがかかるのではないか。（資

料 51-1，-2頁） 
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  ①人を思いやるこころを持つ 

  ②総合的なインテグレイティブな思考体系を持つ 

  ③夢を持ち続ける意志を持つ 

  ④実験を積み重ねる実践力を持つ 

  ⑤複数の専門領域と協調する能力を持つ 

  ⑥地域社会と地球社会に貢献する意志を持つ 

・神戸は今，熟成期にある。目標とする青い鳥がどこかにあって神戸が生まれ変わる

のではなく，神戸自らの力で発展していく，環境に適応していく時が来た。 

 

(2)質疑応答及び討議のまとめ 

  別紙「討議のまとめ」のとおり 
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生
態
文
化
創
造
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」
の
未
来
へ
向
け
た
政
策
と
戦
略
の
理
念
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齊
木
崇
人

   
   

   
  

 １
.＜
市
政
が
政
策
実
現
の
意
志
と
自
信
を
持
つ
た
め
に
＞

 
  

 
⑴
多
様
な
人
々
の
意
思
を
尊
重
す
る
。

 
 

 
 

 
⑵
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
公
共
空
間
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
。

 
 

 
 

 
⑶
若
年
者
・
老
齢
者
・
身
障
者
・
低
所
得
者
が
享
受
で
き
る
教
育
と
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

 
 

 
 

 
⑷
子
供
・
青
年
・
主
婦
・
老
人
ま
で
世
代
を
超
え
た
持
続
的
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
。

 
 

 
 

 
⑸
若
者
の
安
定
し
た
就
業
確
保
へ
の
支
援
。

 
 

 
 

 
⑹
家
族
へ
の
質
の
高
い
住
環
境
と
安
全
・
安
心
の
地
域
コ
ミ
ュ
二
ュ
テ
ィ
ー
の
育
成
。

  
 

 
   ２

.＜
神
戸
の
生
態
文
化
を
生
か
し
て
未
来
へ
の
戦
略
計
画
を
構
築
す
る
た
め
に
＞

 
 

   
   

   
   

   
⑴
神
戸
の
生
態
文
化
を
生
か
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
践
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
。

 
 

   
   

   
   

   
⑵
神
戸
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
時
代
の
変
化
の
対
応
で
き
る
修
正
型
の
柔
軟
な
構
造
と
す
る
。

 
 

 
   

   
   

 ⑶
神
戸
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
本
質
的
長
期
課
題
と
緊
急
短
期
課
題
と
の
調
整
力
を
持
つ
。
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法
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∞
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テ
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力
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 私
が
出
会
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た
「
生
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の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
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人
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の
眼
差
し

 
齊
木
崇
人

   
   

   
  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  2
01

2/
9/

29
 

１
.＜
人
を
思
い
や
る
こ
こ
ろ
＞
を
持
つ

 
 
「
人
間
を
最
優
先
」
を
め
ざ
し
、
多
様
な
市
民
（
年
令
・
男
女
・
弱
者
。
国
籍
・
・
）
、
外
来
者
（
通
勤
・

 
 
買
い
物
・
観
光
・
出
張
・
学
会
・
・
）
な
ど
の
動
向
を
詳
細
に
観
察
し
、
そ
の
実
態
を
把
握
し
た
複
数
の
観

 
 
点
か
ら
都
市
を
思
い
描
き
、
望
ま
し
い
本
質
的
な
解
決
策
を
想
定
し
、
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
や
潜
在
的
な
ニ
ー

 
 
ズ
に
応
え
て
い
る
。

 
  ２

.＜
総
合
的
な
思
考
体
系
＞
を
持
つ

 
 
「
イ
ン
テ
グ
レ
イ
テ
ィ
ブ
な
思
考
」
を
め
ざ
し
、
複
雑
な
問
題
の
中
で
際
立
っ
た
部
分
、
相
反
す
る
部
分
を

 
 
も
れ
な
く
把
握
し
分
析
・
考
察
し
、
既
存
の
し
く
み
を
大
幅
に
改
善
し
つ
つ
、
ま
っ
た
く
新
し
い
解
決
策
を

 
 
創
出
す
る
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  ３

.＜
夢
を
持
ち
つ
づ
け
る
意
志
＞
を
持
つ

 
 

 
未
来
を
見
る
「
楽
観
的
解
決
志
向
」
を
め
ざ
し
、
厳
し
い
制
約
を
乗
り
こ
え
て
、
よ
り
良
い
解
決
策
を

 
 
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
る
。

 
  ４

.＜
実
験
を
積
み
重
ね
る
実
践
力
＞
を
持
つ

 
 

 
「
新
し
い
方
向
に
向
う
創
造
的
な
方
法
」
を
模
索
し
、
制
約
を
徹
底
的
に
調
査
し
乗
り
こ
え
る
仮
説
実
験

 
 

 
を
繰
り
か
え
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

 
  ５

.＜
複
数
の
専
門
領
域
と
協
調
す
る
能
力
＞
を
持
つ

 
 
「
学
際
的
に
協
力
し
あ
う
集
団
」
が
、
複
雑
性
が
増
し
た
問
題
や
課
題
を
協
調
し
て
解
決
し
て
い
る
。

 
  ６

.＜
地
域
社
会
と
、
地
球
社
会
に
貢
献
す
る
意
志
＞
を
持
つ
。

 
 

 
世
界
に
開
か
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
る
。
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平
成
2
6
年
7
月
1
0
日

①
大
項
目

②
中
項
目

③
委
員
意
見

④
③
に
対
す
る
参
考
人
・
委
員
の
意
見

里
づ
く
り
事
業

・
里
づ
く
り
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
か
か
る
時
と
感
じ
る
。
都

市
と
農
村
の
一
体
化
は
同
感
だ
が
，
ど
こ
も
人
材
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
一
番
最
初
に
里
づ
く
り
を
行
っ
た
野
中
地
区
で
再
度
調
査
を
始
め

た
。
2
0
年
経
っ
て
み
る
と
，
里
づ
く
り
協
議
会
の
８
割
の
人
が
交
代

し
て
い
た
。
人
材
は
常
に
変
化
す
る
前
提
で
，
次
の
人
材
を
養
成
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
参
加
型
で
新
・
旧
構
成
員
が
一
緒
に
体
験
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
の
影
響

・
ま
ち
に
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
東
京
の
資
本
が
入
っ
て
，
神
戸
の

独
特
な
感
じ
が
薄
れ
て
い
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
高
い
テ
ナ

ン
ト
料
を
払
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
貸
し
て
い
る
結
果
と
思

わ
れ
る
が
，
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。

・
コ
ン
ビ
ニ
は
自
己
発
展
し
て
，
個
人
商
店
が
つ
い
て
い
け
て
い
な

い
。
何
よ
り
も
地
域
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
に
は
，
人
が
住
む
こ
と
が

重
要
で
あ
り
，
空
き
家
の
増
加
と
同
じ
問
題
で
あ
る
。

茅
葺
屋
根
民
家
の
活
用

・
農
村
の
茅
葺
屋
根
民
家
の
活
用
が
広
が
れ
ば
い
い
。

・
神
戸
の
茅
葺
屋
根
の
数
は
2
5
年
間
で
約
1
,2
0
0
棟
か
ら
約
7
0
0
棟

減
っ
て
い
る
。
茅
の
収
集
と
技
術
の
調
達
が
ポ
イ
ン
ト
。
茅
葺
民
家
が

好
き
な
人
を
全
国
か
ら
集
め
，
借
地
・
借
家
で
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

法
規
制

・
現
実
に
は
何
事
も
法
規
制
が
厳
し
い
。
法
整
備
が
必
要
。

・
人
と
自
然
と
の
共
生
ゾ
ー
ン
条
例
は
画
期
的
だ
っ
た
。
様
々
な
法
規

制
の
改
正
が
な
ぜ
無
理
な
の
か
の
議
論
を
す
べ
き
，
理
由
を
突
き
詰
め

る
べ
き
。

・
法
制
度
に
つ
い
て
は
，
法
改
正
の
提
言
も
で
き
る
。
何
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
か
具
体
的
な
提
言
を
し
て
も
ら
い
，
変
え
て
い
き
た
い
。

条
例
改
正
で
き
る
も
の
は
条
例
改
正
で
対
応
す
れ
ば
よ
い
。

都
心
の
整
備

・
新
神
戸
か
ら
神
戸
空
港
ま
で
の
都
心
エ
リ
ア
の
再
整
備

は
，
神
戸
の
素
地
を
生
か
し
て
，
神
戸
の
魅
力
を
ソ
フ
ト
的

に
発
信
で
き
る
と
い
う
観
点
が
必
要
で
あ
る
。

・
三
ノ
宮
駅
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
が
課
題
。
元
町
駅
と
神
戸
駅
も
合

わ
せ
て
考
え
る
べ
き
。
例
え
ば
三
ノ
宮
駅
と
元
町
駅
を
つ
な
い
で
一
体

化
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
南
北
の
動
き
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
徹
底
す
る
こ
と
も
必
要
。
ま
た
，
駅
と
停
車
場
で
異
な

る
法
的
規
制
の
枠
内
で
や
れ
ば
限
界
が
出
て
く
る
。
整
理
し
て
法
的
規

制
を
崩
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
地
下
の
駐
車
場
の
活
用
と
い
う

視
点
も
必
要
。
都
市
全
体
を
立
体
的
に
，
断
面
的
に
考
え
る
こ
と
が
重

要
だ
。

未
来
都
市
創
造
に
関
す
る
特
別
委
員
会
　
討
議
の
ま
と
め

ま
ち
づ
く
り
・
交
通

29



①
大
項
目

②
中
項
目

③
委
員
意
見

④
③
に
対
す
る
参
考
人
・
委
員
の
意
見

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト

・
磯
上
通
の
南
へ
の
一
方
通
行
に
歩
道
を
広
げ
る
計
画
が
あ

る
が
，
歩
行
者
が
増
え
る
わ
け
で
も
な
く
目
的
が
不
明
だ
。

例
え
ば
，
今
神
戸
に
は
な
い
土
産
物
屋
を
集
約
す
る
な
ど
観

光
気
分
が
味
わ
え
る
名
物
通
り
に
す
る
た
め
に
歩
道
を
広
げ

る
と
い
う
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
べ
き
だ
。

・
ま
ち
づ
く
り
の
到
達
目
標
は
持
つ
べ
き
。
同
時
に
環
境
整
備
で
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
将
来
の
可

能
性
と
歩
道
拡
幅
を
結
び
つ
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
だ
ろ
う
と
思

う
。
三
宮
中
央
通
り
も
当
初
フ
ル
モ
ー
ル
を
提
案
し
た
。
最
終
的
に
は

ダ
メ
だ
っ
た
が
，
将
来
フ
ル
モ
ー
ル
が
可
能
な
よ
う
に
整
備
を
し
て
い

る
。

・
神
戸
ビ
ー
フ
が
食
べ
ら
れ
る
ス
ト
リ
ー
ト
に
す
る
の
も
一
案
で
あ

る
。

総
合
的
な
交
通
体
系
の
整

備

・
総
合
的
な
交
通
体
系
と
し
て
は
，
Ｌ
Ｒ
Ｔ
も
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
絵
の
中
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
。
魅
力
を
つ
く

る
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
，
生
活
の
足
を
守
る
視
点
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
交
通
体
系
の
整
備
は
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
空
き
家
が
で
き
る
背
景

に
は
，
交
通
の
便
で
住
み
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
理
由
に
し
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
，
そ
の
一
方
で
は
歩
く
こ
と

も
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
歩
け
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
が
，
神
戸
は
坂
が
多
い
。
坂
バ
ス
も
い
い
。
誰
で
も
交
通
手
段
を
選

択
で
き
る
，
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
デ
ザ
イ
ン
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
結
ぶ
こ
と
が
早
急
な
課
題
。
交
通
体
系
の

整
備
は
行
政
の
仕
事
で
あ
る
。

・
昭
和
4
6
年
に
市
電
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
，
地
下
鉄

が
開
通
し
た
。
L
R
T
な
ど
新
た
な
交
通
体
系
を
議
論
す
る
な

ら
そ
の
過
程
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
。
新
開
地
か
ら

に
ぎ
わ
い
が
東
に
移
っ
て
い
っ
た
過
程
も
知
り
た
い
。

・
当
時
，
将
来
の
交
通
計
画
の
議
論
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
し
，
記
録

も
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
住
ま
う
人
の
こ
と
を
ど
う
議
論
し
て

い
た
か
が
鍵
で
あ
る
。

・
か
つ
て
商
店
街
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
兵
庫
大
仏
の
前
の
道

を
，
兵
庫
津
の
道
と
し
て
復
活
を
目
指
し
た
こ
と
が
あ
る

が
，
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
要
は
救
え
る
ま
ち
を
ど
う
す

る
か
，
救
え
な
い
ま
ち
を
ど
う
す
る
か
，
歴
史
を
検
証
し
な

が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
以
前
，
市
街
地
整
備
の
た
め
の
環
境
カ
ル
テ
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

神
戸
だ
け
の
取
組
だ
。
既
成
市
街
地
の
現
況
を
診
断
し
た
も
の
で
，
ま

ち
の
人
間
ド
ッ
ク
み
た
い
な
も
の
で
あ
り
改
訂
す
べ
き
だ
ろ
う
。

・
環
境
カ
ル
テ
は
昔
，
改
訂
し
て
い
た
。
都
市
は
生
き
物
で
あ
り
，
復

活
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

ま
ち
の
変
遷
の
把
握

ま
ち
づ
く
り
・
交
通
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す
る
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委
員
の
意
見

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
3
0
年
経
つ
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
。
ま

ち
を
見
る
の
に
人
の
年
齢
で
例
え
て
み
る
と
，
銀
座
を
4
0

代
と
す
る
と
，
新
開
地
は
6
0
か
そ
の
上
く
ら
い
か
，
あ
る

商
店
街
は
7
0
に
な
っ
て
い
る
。
再
生
す
る
に
は
行
政
が
予

算
を
つ
ぎ
込
ん
で
根
本
的
に
や
り
直
す
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
選
ば
れ
る
と
こ
ろ
，
選
ば
れ
る
暮
ら
し
，
選
ば
れ
る
住
ま

い
，
選
択
の
時
代
に
な
っ
て
い
く
。
神
戸
に
は
，
今
約
1
0
万
戸
の
空

き
家
，
実
際
は
約
1
3
万
戸
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
選
ば
れ
る
場
所
と
消

え
て
い
く
と
こ
ろ
が
顕
著
に
出
て
く
る
。
そ
の
中
で
神
戸
は
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
魅
力
的
な
住
ま
い
，

環
境
が
な
い
都
市
は
消
え
て
い
く
。
行
政
が
ど
れ
だ
け
魅
力
的
な
住
ま

い
と
環
境
を
提
供
で
き
る
か
。
こ
れ
が
大
き
な
鍵
だ
と
思
う
。
商
店
街

に
は
ど
れ
だ
け
住
ま
う
環
境
を
提
供
で
き
る
か
が
大
き
な
鍵
。

・
そ
こ
に
強
制
力
が
あ
る
政
策
が
打
て
る
か
ど
う
か
で
あ

る
。
例
え
ば
，
買
い
取
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
か
な
り

の
財
政
力
が
い
る
が
，
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。

・
空
き
店
舗
，
空
き
家
の
実
態
把
握
の
必
要
が
あ
る
。

・
こ
れ
か
ら
は
所
有
す
る
こ
と
よ
り
も
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ

の
た
め
の
組
織
を
作
り
，
空
き
地
や
空
き
家
を
活
性
化
さ
せ
る
，
そ
う

い
う
時
代
が
来
る
と
考
え
る
。

・
所
有
権
と
利
用
権
を
ど
う
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
再

開
発
の
手
法
と
し
て
，
商
店
街
で
も
活
用
で
き
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
か
。

熟
成
し
た
都
市
で
は
共
同
で
財
産
を
守
る
努
力
を
し
て
い
る
。
個
人
で

は
な
か
な
か
守
れ
な
い
。
神
戸
に
も
そ
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
は
ず

だ
。

・
中
央
区
の
人
口
が
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
を
つ
か
み

き
れ
て
い
な
い
。
人
が
集
ま
る
魅
力
を
つ
か
む
努
力
が
必
要

で
あ
る
。
一
方
，
乱
開
発
的
な
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題

も
提
起
さ
れ
て
お
り
，
顔
が
見
え
な
い
人
口
が
増
え
て
い

る
。
こ
れ
を
解
決
し
な
い
と
，
都
心
の
再
整
備
に
対
す
る
誘

導
策
が
見
え
て
こ
な
い
。

・
中
央
区
に
人
口
が
増
え
て
い
る
の
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
民
間
投
資

で
，
年
を
と
り
将
来
，
身
体
が
不
自
由
に
な
る
か
ら
と
移
動
さ
れ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
若
者
も
来
て
い
る
だ
ろ
う
。

常
に
最
新
情
報
を
集
め
る
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
，
人

と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
お
り
，
居
住
者
を
い
か
に
ま
ち
に
出
す
か

が
重
要
で
あ
る
。
人
が
ま
ち
を
歩
く
と
こ
ろ
か
ら
復
活
さ
せ
な
い
と
都

市
は
再
生
で
き
な
い
。
一
方
で
歩
く
と
こ
ろ
も
多
様
な
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
が
重
要
だ
。

・
住
民
の
移
動
の
調
査
手
法
と
し
て
は
，
ア
ン
ケ
ー
ト
く
ら

い
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
が
，
調
査
に
つ
い
て
は
吟
味
し
な

い
と
，
本
当
の
傾
向
は
つ
か
み
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

・
完
全
な
方
法
は
み
つ
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
こ
と
。
不

動
産
業
者
を
仲
間
に
入
れ
る
こ
と
。
空
き
家
・
空
き
地
の
実
態
と
需

要
・
供
給
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
，
新
た
な
職
能
が
で
き
る
。

高
齢
化
へ
の
対
応
策

・
鶴
甲
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
舞
多
聞
で
同
じ
轍
を
踏

ま
な
い
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
の
か
。

・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
舞
多
聞
　
み
つ
い
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
過
密
・

狭
小
な
住
宅
は
問
題
を
残
す
だ
け
で
あ
り
，
土
地
を
売
却
す
る
時
に
分

割
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
世
代
が
循
環
す
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
不
動
産
屋
も
入
っ
て
も
ら
い
住
み
替
え
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
っ
た
。
ま
た
，
住
宅
だ
け
で
は
な
く
，
医
療
や
商
業
な
ど
の
機
能
も

持
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
だ
。

・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
そ
う
だ
が
，
空
き
家
を
ど
う
活
用
す
る
か
。
道
路

や
水
道
な
ど
の
都
市
の
基
盤
は
神
戸
市
の
財
産
で
あ
る
。
う
ま
く
再
生

す
る
手
法
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
店
街
の
再
生

中
央
区
の
人
口
増
（
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
問

題
）

す
ま
い
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
商
店
街
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④
③
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る
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委
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の
意
見

す
ま
い
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
商
店
街

空
き
家
対
策

・
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
仕
組
み
が
で
き
た
が
，

買
う
人
の
目
線
が
な
い
。
ソ
フ
ト
面
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

必
要
で
は
な
い
か
。

・
空
き
家
に
住
み
た
い
人
を
ネ
ッ
ト
で
集
め
，
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

く
れ
る
人
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。
リ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
よ
う
な
職
能

を
生
み
出
す
。
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
も
分
か
り
や
す
く
ル
ー
ル
化
す

る
。
空
き
家
や
空
き
地
は
神
戸
を
甦
え
ら
せ
る
財
産
で
あ
る
。
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す
る
参
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人
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委
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の
意
見

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

捉
え
方

・
海
空
間
を
捉
え
直
す
，
と
い
う
の
は
市
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
と
違
う
中
身
が
あ
る
の

か
。

・
海
は
海
岸
線
か
ら
見
る
風
景
と
海
に
出
て
船
か
ら
見
る
風
景
と
は
全

く
違
う
。
文
科
省
科
研
の
瀬
戸
内
海
研
究
の
時
，
水
上
警
察
か
ら
入
る

な
と
排
除
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
，
国
の
法
的
規
制
の
状
況
も
変
わ
っ

て
き
て
，
海
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
。
海
と
陸
を
行
き
来
で
き

る
こ
と
が
大
切
。
関
空
と
を
つ
な
ぐ
直
線
交
通
だ
け
で
な
く
，
そ
れ
を

越
え
た
沿
岸
都
市
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
夢
で
は
な

い
。

・
海
空
間
を
ど
う
利
用
す
る
か
，
今
，
海
に
は
直
接
出
れ
な
い
。
出
口

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ど
う
し
た
ら
気
軽
に
出
れ
る
か
，
シ
ス
テ
ム
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
，
議
論
し
な
い
と
い
け
な
い
。

・
瀬
戸
内
海
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
，
神
戸
港
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
産
業
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
か
。

・
ソ
ー
ラ
ー
を
生
か
し
て
，
小
さ
な
船
で
，
神
戸
を
母
港
に
海
外
か
ら

も
来
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
瀬
戸
内
海
の
よ
う
な
多
島
海
は

世
界
的
に
も
な
い
。
子
供
に
来
て
も
ら
う
と
，
神
戸
で
学
び
た
い
，
住

み
た
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
シ
ド
ニ
ー
，
ヘ
ル
シ
ン
キ
や
ロ
ン

ド
ン
で
は
船
で
通
勤
で
き
る
。
シ
ー
タ
ク
シ
ー
や
シ
ー
バ
ス
な
ど
，
交

通
手
段
を
選
択
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
。
季
節
限
定
で
も
よ
い
の
で
こ

う
い
う
仕
組
み
が
あ
れ
ば
面
白
い
。

・
海
を
使
っ
た
ま
ち
づ
く
り
，
地
下
鉄
海
岸
線
沿
い
の
空
き

地
を
利
用
し
て
，
船
を
係
留
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な

い
か
。
芦
屋
マ
リ
ー
ナ
の
よ
う
に
富
裕
層
で
は
な
く
，
リ
タ

イ
ア
し
た
人
が
住
め
る
く
ら
い
が
よ
い
。

・
独
占
的
で
な
く
，
多
く
の
市
民
が
多
様
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
場

所
，
例
え
ば
兵
庫
運
河
は
　
１
つ
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
。

・
兵
庫
運
河
は
，
和
田
岬
線
で
行
き
来
が
で
き
な
い
。
ま
た
，
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
は
地
域
の
抵
抗
も
あ
る
。
レ
ガ
ッ
タ
と

屋
形
船
が
あ
る
程
度
な
の
が
現
実
。

・
漁
業
関
係
者
と
レ
ジ
ャ
ー
の
人
々
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
が
鍵
。

・
駒
ヶ
林
の
南
側
も
い
い
。

・
須
磨
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
東
側
に
，
ナ
ナ
・
フ
ァ
ー
ム
が
あ
る
。

そ
の
周
辺
に
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

・
兵
庫
・
長
田
に
は
防
潮
堤
が
あ
る
。
南
北
の
人
の
相
互
交
通
も
乏
し

い
。
意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
兵
庫
・
長
田
は
狭
小
宅
地
な
ど
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
が
あ

る
。
や
り
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
宿
題
で
あ
る
。

里
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
広
島
で
は
か
き
で
海
を
き
れ
い
に
す
る
里
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
る
。
海
苔
の
養
殖
な
ど
，
神
戸
で
も
で
き
な
い
か
。

・
里
海
・
里
山
の
保
全
は
国
土
を
維
持
・
管
理
し
，
安
全
と
安
心
を
提

供
す
る
役
割
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
代
償
を
払
う
義
務
が

あ
る
。

海

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
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新
た
な
産
業
構
造

・
産
業
が
発
生
し
て
，
人
々
が
生
活
を
し
て
い
く
糧
を
求
め

て
ま
ち
が
で
き
た
。
神
戸
が
熟
成
し
た
ま
ち
で
あ
る
と
考
え

る
と
，
未
来
都
市
の
創
造
に
向
け
て
人
々
が
生
き
て
い
く
た

め
に
は
，
新
し
い
産
業
構
造
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

・
新
し
い
魅
力
，
新
し
い
生
業
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
ど
こ
か
ら
か
借
り
て
つ
く
る
の
か
，
神
戸
の
経
験
を
土
台

に
し
て
，
神
戸
の
底
力
を
生
か
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
の
か
は
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
東
京
一
極
集
中
は
し
ば
ら
く
続
く
。
そ
こ
か
ら
お
こ
ぼ

れ
を
貰
う
時
代
で
は
な
い
。

・
神
戸
で
住
み
た
い
人
の
受
皿
を
準
備
す
る
こ
と
，
す
な
わ
ち
働
く
と

こ
ろ
が
必
要
。
新
し
い
産
業
を
興
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
は
見
え

な
い
が
，
人
に
よ
っ
て
全
て
生
ま
れ
る
。
神
戸
に
は
7
2
,0
0
0
人
の
学

生
が
学
ん
で
い
る
が
，
神
戸
に
な
か
な
か
定
着
し
て
く
れ
な
い
。
人
材

は
ほ
と
ん
ど
外
に
出
て
い
く
。
彼
ら
が
神
戸
に
住
み
た
い
，
働
き
た
い

と
思
っ
て
く
れ
た
と
す
れ
ば
，
神
戸
の
力
は
も
っ
と
新
し
い
時
代
を
持

つ
だ
ろ
う
。

・
神
戸
独
自
の
も
の
を
引
き
出
せ
れ
ば
い
い
が
，
震
災
後
2
0
年
は
努

力
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
モ
ダ
ン
，
ハ
イ
カ
ラ
，
ハ
イ
セ
ン
ス
，

1
9
1
0
～
1
9
3
0
年
代
に
生
ま
れ
た
も
の
は
今
で
も
話
題
に
な
る
。

ケ
ー
キ
，
神
戸
ビ
ー
フ
…
。
そ
の
後
，
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
が
来
て
い

る
。

S
L
及
び
鉄
道
博
物
館

・
和
田
岬
線
は
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
た
ら
ど
う
か
。
Ｊ
Ｒ
の
鷹
取

工
場
の
歴
史
で
，
鉄
道
博
物
館
を
つ
く
れ
な
い
か
。
川
崎
重

工
業
の
兵
庫
工
場
で
は
新
幹
線
が
製
造
さ
れ
出
荷
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
ス
ト
リ
ー
ト
に
し
た
ら
ど
う
か
。

・
兵
庫
運
河
は
，
丸
太
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
場
所
で
あ
っ
た
。
兵
庫

工
場
に
は
明
治
・
大
正
時
代
の
車
な
ど
神
戸
に
し
か
な
い
財
産
が
あ

る
。
企
業
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
け
る
要
素
が
あ
る
。

体
験
型
の
施
設
を
（
異
人

館
等
）

・
ま
ち
づ
く
り
に
は
体
験
型
が
必
要
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
，
活
用
さ
れ
て
い
な
い
産
業
遺
産
を
見
つ
め
直
し
，
観
光

資
源
に
し
て
い
く
。
異
人
館
も
海
外
の
本
物
と
は
違
う
か

ら
，
体
験
型
と
し
た
ら
ど
う
か
。

・
青
少
年
科
学
館
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
，
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
，
市
立
博

物
館
，
ゆ
か
り
の
美
術
館
，
小
磯
美
術
館
な
ど
の
神
戸
の
ス
ト
ッ
ク
が

バ
ラ
バ
ラ
な
の
は
残
念
。
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

・
異
人
館
も
海
外
の
人
か
ら
見
れ
ば
見
世
物
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
と
思
わ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
異
人
館
を
生
か
す
最
た
る
も
の
は
，
そ
こ
に

実
際
に
住
ん
で
，
活
用
し
て
，
現
代
に
生
き
る
神
戸
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
し
て
み
ん
な
に
見
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

産
業
・
観
光
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第５回未来都市創造に関する特別委員会 開催概要 

 

１ 日 時 平成 26 年９月４日（木） 10 時 02 分～15 時 06 分 

〔休憩 12 時 06 分～13 時 03 分〕  

 

２ 場 所 第４委員会室 

 

３ 出席者 吉田委員長，かわなみ副委員長，平木理事，沖久理事，梅田理事，森本理

事，川原田委員，岩田委員，堂下委員，浜崎委員，石丸委員，平野（昌）

委員，味口委員，上原委員，あわはら委員（欠席者なし） 

    田中まこ氏（参考人） 

 

４ 主な内容 

(1)参考人意見聴取 

○都心の魅力について 

・「住みたいまちとしての魅力」について，ランキングは様々だが，理由が挙げられて

いるのを見ると，日常の生活に便利だから，交通の便がよいから，商業施設や公共

施設が充実しているから，安全・安心感があるからというのが要素として大きいの

がわかる。高級感がある，おしゃれ，町並みがきれいというのもそれぞれは低いが，

理由としてある。子育てしやすいというのは意外と低い。 

・「訪れたいまちとしての魅力」については，神戸は外国人に物すごくお勧めではない

が，港町で，震災から復興したまちとしてお勧めというのがある。 

・「美しいまちとしての魅力」については，要素として，重要伝統的建造物がある美し

さ，都市のデザインや景観が優れている美しさ，自然が豊かである美しさがある。 

 １つ目は，伝統的建造物群保存地区の制度で，86 市町村 106 地区がある中で，市

内では，北野町山本通が選定されている。その他，国宝の太山寺本堂を初め，旧ハ

ンター邸，旧ハッサム邸，旧トーマス邸など文化財に指定されている建物が数多く

ある。２つ目は，都市環境が優れた地区並びに高い水準の都市空間デザインが行わ

れている地区として，国土交通省の都市景観大賞審査委員会が選定した都市景観

100 選の中に，市内では旧居留地地区とハーバーランド地区がある。「美しいまち

なみ賞」の特別賞に弓木町４丁目地区が，「都市景観大賞」の都市空間部門大賞にガ

ーデンシティ舞多聞みついけプロジェクトがそれぞれ受賞している。ゴルフ場だっ

た地形の生かし方が大変高く評価されている。平成 20 年には，ユネスコの創造都

市ネットワークのデザイン都市に認定された。３つ目は，神戸は市街地，都心部が

海と山の近くにあるのが魅力と言う方が圧倒的に多い。市民１人当たりの公園面積
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も政令指定都市中，最も高い水準である。区別では西区が最も広く，灘区が最も狭

い。 

・「楽しいまちとしての魅力」については，レジャーでは，王子動物園が全国の動物園

の中で４位だった。アンパンマンミュージアムは日本中にあるが，その中で神戸は

横浜に次いで２位だった。映画は，都道府県別のデータでいえば１位が福岡県で，

兵庫県は 20 位だった。スポーツでは，人口 100 万人当たりのスポーツ施設の総

数で兵庫県は 41 位。ただし，東京が最下位であるように，人口密度が高い都市部

を抱えていると下位になる。飲食では，人口千人当たりの飲食店数は，沖縄が断ト

ツの１位で，兵庫県は 13 位。総数では６位であった。買い物では，日本百貨店協

会の数字で，10 都市中，神戸は７位であった。百貨店・総合スーパーの数では神

戸は５位だった。 

・「働きたいまちとしての魅力」について，雇用情勢では，完全失業率が全国平均より

高く，就業率で低いというデータがある。仕事に就きたい，働きたいと思っている

人が思い通りの仕事に就けていないのが何となく見えてくる。就業者総数では都道

府県別で兵庫県は８位だった。一方，市外で働いたり学校に通っている人の比率は

夜間人口の 12％で，ベッドタウンと言われているのに意外と低い。 

 

○神戸の都心の魅力について 

・「ウォーターフロントエリア」は，港町神戸ならではのエリアで， 

魅力は，①市街地から近いこと，②客船や遊覧船，レストランシップなどいろんな

船舶を見たり，またそれに乗ることができること，③海が内海で穏やかなので，す

ぐ水際までほぼ１年を通して行けること，④ウオーターフロントからの夜景が美し

い，ウオーターフロント自体，そして見えるまちの夜景，どちらも美しいこと，⑤

ハーバーランドについては商業施設が多いこと，⑥メリケンパークについてはホテ

ルが多いこと，⑦ポートタワーや海洋博物館などの神戸のランドマークがあること，

⑧神戸らしい近代建築（神戸税関，デザインクリエイティブセンターなど）が多い

ことであり， 

問題は，①国道２号線に分断されていて近く感じられない，町並みの一部になって

いない，②ハーバーランド以外は商業施設が逆に少ないこと，③ハーバーランド以

外は夜景を楽しむ場所が観光スポットになっていないこと，④市街地から近いが，

駅から中途半端な距離だということ，特に三宮駅・元町駅から遠いこと，⑤遠方か

らの観光客を誘致するイベントが花火以外にはほぼないこと，⑥ハーバーランド以

外は冬が寒く，夏は暑い，⑦最も有名なポートタワー周辺がおしゃれではないこと，
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⑧ハーバーランド以外は観光客が散策できるように整備されていないこと，⑨旧居

留地や南京町から近いが，どちらも夜が早いため，暗くて寂しい印象を与えること，

⑩エリアが具体的にどこからどこまでなのかがわかりづらいこと，⑪ハーバーラン

ドはにぎわうようになってきたが，港ならではの店舗が少ないことである。 

・「三宮」は，本当の意味での神戸の玄関口で， 

 魅力は，①抜群のアクセスのよさ，②地下と地上と連絡橋を入れると３層になって

いて，数多くの商業施設が広がっていること，③高架下や路地などに探検したくな

る感があること，④まちが大きい割には徒歩圏内に人気の店舗があること，⑤宿泊

施設が多いこと，⑥東西南北がわかりやすいことであり， 

 問題は，①表記が少なく観光客にはわかりづらいこと，②インフォメーションがわ

かりづらいこと，③駅自体がおしゃれな景観ではないこと，④神戸らしさや港町を

感じさせる景観がないこと，⑤店舗の閉店時間が早過ぎて，ナイトスポットが少な

いこと，⑥神戸ならではのグルメが楽しめる地域がないこと，⑦市役所の展望ロビ

ー以外で海と山の近さを感じられる場所がないこと，⑧駅周辺に夜景を楽しめる場

所やロマンチックな場所がないこと，⑨タクシーの運転手が観光地らしくないこと

である。 

・「元町」は，おしゃれな神戸を感じる町並みで， 

 魅力は，①旧居留地や南京町，トアロードなど神戸らしい景観があること，②国際

都市であることを肌で感じられること，③おしゃれなショップが多いこと，④旧居

留地は電柱やガードレールがなく，美しい上に歩きやすいこと，⑤街路樹や街灯な

どが大変おしゃれになっていること，⑥南の乙仲通や北のトアウエストなど，若者

に特に人気のスポットが位置していること，⑦市民と観光客のどちらも楽しめるエ

リアになっていることであり， 

 問題は，①店舗の閉店時間が早く，夜８時を過ぎると人けがなくなること，②週末・

祝日は逆に車で来る買い物客が多くて道が混んでいること，③元町商店街のにぎわ

いが３丁目ぐらいまでしかないこと，④海が近いことを感じられないことである。 

・「北野」は，観光客が求めるエキゾチックな神戸の町並みが多く， 

 魅力は，①異人館がたくさん並んでいてエキゾチックであること，②坂道があって

見晴らしがよいこと，③路地が魅力的であること，④道路標識がおしゃれであるこ

と，⑤国際色豊かな飲食店や食料品店があること，⑥ジャズのライブハウスが徒歩

圏内に数多くあること，⑦大型車両が走っていないので，ゆっくり散策できること，

⑧北野坂は街路樹がとても美しいことであり， 

 問題は，①店舗の閉店時間が早いこと，②店舗の入れかわりが意外と激しい，閉店
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しているお店が結構あること，③異人館への呼び込みがちょっと度を越しているこ

と，④神戸のイメージに合わない土産屋があること，⑤三宮から歩くには遠いこと，

⑥車で来る人にはなかなか不親切であること，⑦観光客が多い割にはホテルが少な

いことである。 

・その他，神戸の都心は，魅力は，①リピーターが多いこと，②個人で来る観光客が

多く，自分のペースで観光を楽しめること，③市民と観光客が同じように休日を過

ごせることであり，問題は，①オンリーワンの観光スポットがないこと，②芸術に

触れる施設が少ないことである。 

 

○神戸への提案について 

・多くの日本人が，神戸は「おしゃれ」「洗練されている」「ロマンチック」「食事やデ

ザートがおいしい」というイメージを持っているが，本当に神戸市民の大半は，他

都市に比べておしゃれな格好をして，グルメな食生活をしていると言えるだろうか。

市民に意識を高めてもらえる方法はないだろうか。 

・神戸のイメージは全国的によいが，例えばスイーツやファッションなどは，実際に

は東京や大阪に比べると店舗数も少なく，商品にも大きな差はない。旅行代理店が

「神戸は観光のパッケージにしづらい」と口を揃えるのは，その辺が理由なのでは

ないか。 

・しかしながら，「おとな旅・神戸」の旅行商品は価格が高くても人気があり，むしろ

高い方が早く売れ，即日完売のものが多い。売れる理由などをもっと理解した上で，

神戸の観光を考えていけばいいのではないか。バスで大勢ではなく，少人数のパッ

ケージをつくると物すごく人気が高い。 

・神戸発のブランドは，人気が出てくると東京がメインの市場になってしまい，東京

に進出して神戸のイメージがなくなってしまう。神戸ブランドをどう守っていけば

よいのか。 

・住みよいまちが訪れたいまちであれば，むしろ芦屋や西宮の方が訪れたいまちにな

ってしまう。芦屋や西宮の観光客が神戸より多いといえないことからすると，まず

はにぎわいの創出を図ることが重要ではないか。 

・神戸に欠けているのは，札幌の薄野や福岡の中州のような夜遅くまで地元のグルメ

が楽しめる繁華街がないこと。夜遅くまで開いているところがあるといい。 

・日本を訪れる海外からの観光客はフィッシュマーケットが大好き。魚がいっぱい積

んであって声が飛び交って人が多いところを望まれており，都心に持ってこれない

だろうか。 
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・映像制作者の男性陣に人気があるのが断トツで「昼網」。東京の人は聞いたこともな

い言葉である。昼網と例えば神戸ビーフの両方が味わえるスポットかエリアを例え

ば都心につくれないか。場所は，突堤は広すぎると言われたが，水が見えるところ

が楽しいのではないか。 

・しまなみ海道に今，サイクリストたちが各国から集まっているように，昼間の神戸

を観光客に味わっていただく新たなアイデアを考えられないだろうか。例えば，ポ

ートアイランドに行くために通る繁華街の位置づけで都心のにぎわい創出になって

いくのではないか。 

・アジアや日本の女性に人気があるおしゃれなカフェや雑貨屋を神戸らしい景観と捉

えて観光につなげていけないだろうか。世界共通語の「かわいい」を神戸から特に

アジアを中心に発信していく。そのために観光客が楽しめるものをプラスαの要素

として組み込むキャンペーンをしていけたらいいのではないか。何か工夫できる余

地があるのではないか。 

・最近，都心部に高層マンションが増えていて，１つの魅力であるが，観光イベント

や映画の撮影など，住宅があることが誘致や集客の弊害になるケースもあり，今後，

整理をしていけないか。 

・ブランド総合研究所のデータで，72 の項目を総合して魅力度をランキングしてい

るが，1,047 の市町村・都道府県の中で，神戸は前年から順位を落としているもの

の平成 25 年は８位だった。他の地域では，まず名前を知ってもらうのにどれだけ

エネルギーを費やしているか，その苦労がない神戸がうらやましいと聞いた。神戸

はすばらしいまちというイメージになっている。そういうまちは全国でも少ないの

で，壊すことがないようにしたい。 

 

(2)質疑応答及び討議のまとめ 

別紙「討議のまとめ」のとおり 
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

デ
ザ

イ
ン

都
市

・
何

も
言

わ
な

く
と

も
デ

ザ
イ

ン
都

市
と

し
て

認
め

ら
れ

て
い

る
ベ

ル
リ

ン
と

，
一

所
懸

命
謳

わ
な

い
と

い
け

な
い

神
戸

市
と

の
違

い
は

，
ま

ち
づ

く
り

に
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

・
降

り
立

っ
た

駅
や

駅
前

広
場

が
神

戸
を

感
じ

ら
れ

る
も

の
で

あ
れ

ば
，

そ
れ

だ
け

で
ワ

ク
ワ

ク
感

を
感

じ
ら

れ
る

。
結

局
は

イ
メ

ー
ジ

だ
と

思
う

の
で

，
何

が
神

戸
ら

し
さ

な
の

か
を

反
映

で
き

る
よ

う
な

ま
ち

づ
く

り
が

で
き

れ
ば

よ
い

。

ま
ち

な
み

・
Ｊ

Ｒ
，

阪
急

の
線

路
で

昼
の

ま
ち

と
夜

の
ま

ち
が

分
断

さ
れ

て
い

る
。

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
に

つ
い

て
も

国
道

２
号

で
分

断
さ

れ
て

い
る

。
そ

れ
を

克
服

し
な

い
と

昼
の

ま
ち

と
夜

の
ま

ち
の

一
体

化
は

難
し

い
。

・
生

田
新

道
は

震
災

の
頃

ア
ジ

ア
の

屋
台

街
に

な
り

，
人

が
に

ぎ
わ

っ
て

い
た

。
あ

や
し

い
ま

ち
の

方
が

人
が

集
ま

る
と

い
う

こ
と

も
あ

る
の

で
，

そ
う

い
う

ま
ち

の
使

い
方

も
考

え
て

み
る

の
も

い
い

か
も

し
れ

な
い

。

・
お

し
ゃ

れ
で

洗
練

さ
れ

た
ま

ち
な

み
が

神
戸

で
あ

り
，

そ
れ

に
憧

れ
て

来
る

人
に

と
っ

て
は

，
分

断
さ

れ
て

い
る

方
が

い
い

と
い

う
ケ

ー
ス

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

・
ウ

ォ
ー

タ
ー

フ
ロ

ン
ト

に
つ

い
て

は
，

市
街

地
の

道
の

１
つ

は
，

夜
遅

く
て

も
店

が
多

く
あ

っ
て

に
ぎ

わ
っ

て
い

て
，

女
性

だ
け

で
歩

い
て

も
安

全
な

道
と

い
う

の
が

で
き

れ
ば

よ
い

。
・

ご
ち

ゃ
ご

ち
ゃ

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

全
く

な
い

ま
ち

は
魅

力
が

な
い

。
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
し

た
と

こ
ろ

，
静

か
な

と
こ

ろ
，

ど
ち

ら
の

観
光

客
の

ニ
ー

ズ
に

も
応

え
ら

れ
る

ま
ち

が
理

想
で

は
な

い
か

。

都
心

と
都

心
以

外
の

ま
ち

・
神

戸
の

魅
力

を
都

心
に

集
中

さ
せ

る
の

は
い

い
の

か
。

ま
ち

の
歴

史
や

特
色

を
生

か
し

て
三

宮
だ

け
の

観
光

で
は

な
く

，
三

宮
を

ハ
ブ

と
し

て
都

心
以

外
に

も
展

開
し

て
い

け
る

よ
う

に
す

べ
き

。
・

観
光

客
に

と
っ

て
の

都
心

と
住

ん
で

い
る

人
，

働
い

て
い

る
人

に
と

っ
て

の
都

心
は

方
向

性
は

違
う

の
で

は
な

い
か

。

・
も

う
ハ

ブ
に

な
っ

て
い

て
，

た
だ

し
，

交
通

の
便

が
い

い
だ

け
で

は
意

味
が

な
く

て
，

何
か

目
的

を
そ

こ
に

つ
く

っ
て

あ
げ

な
い

限
り

，
あ

え
て

都
心

に
来

な
い

の
で

は
な

い
か

。
・

中
央

区
，

三
宮

だ
け

で
な

く
，

他
の

地
域

に
も

そ
の

地
域

な
ら

で
は

の
良

さ
が

あ
る

。
・

日
本

一
の

ベ
ッ

ド
タ

ウ
ン

と
い

う
方

針
を

メ
イ

ン
に

し
て

売
り

出
す

と
い

う
方

法
も

い
い

が
，

人
口

が
減

少
し

て
い

る
状

況
の

中
，

観
光

や
文

化
振

興
は

外
せ

な
い

と
こ

ろ
で

あ
る

。

路
地

の
魅

力

・
神

戸
の

路
地

は
路

地
そ

れ
ぞ

れ
に

特
徴

が
あ

っ
て

，
本

来
の

そ
の

ま
ち

の
良

さ
と

い
う

の
が

表
れ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

神
戸

の
路

地
裏

の
良

さ
，

路
地

裏
の

雰
囲

気
を

味
わ

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
，

韓
国

の
「

オ
ル

レ
」

の
よ

う
な

企
画

を
し

て
み

て
は

ど
う

か
。

・
い

い
ア

イ
デ

ア
。

路
地

裏
な

ど
風

情
が

あ
る

も
の

を
取

り
除

く
こ

と
が

，
ま

ち
を

美
し

く
す

る
も

の
で

は
な

い
。

風
情

が
あ

る
と

感
じ

ら
れ

る
も

の
は

ぜ
ひ

残
し

て
い

た
だ

き
た

い
し

，
同

時
に

神
戸

な
ら

で
は

の
洗

練
さ

れ
た

ま
ち

を
大

胆
な

発
想

で
つ

く
る

こ
と

も
頑

張
っ

て
ほ

し
い

。

未
来

都
市

創
造

に
関

す
る

特
別

委
員

会
　

討
議

の
ま

と
め

平
成

2
6

年
9

月
4

日

ま
ち

づ
く

り
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

海
昼

網

・
神

戸
で

は
昼

網
は

当
た

り
前

で
あ

り
，

昼
網

と
い

う
言

葉
も

普
通

に
使

わ
れ

て
い

る
が

，
他

の
都

市
に

は
な

い
。

な
の

に
神

戸
に

は
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
マ

ン
ズ

ワ
ー

フ
が

な
い

。
現

在
の

ウ
ォ

ー
タ

ー
フ

ロ
ン

ト
と

魚
市

場
と

の
イ

メ
ー

ジ
が

合
わ

な
い

の
が

原
因

で
は

な
い

か
。

・
銀

座
と

築
地

が
隣

り
同

士
で

も
違

和
感

が
な

い
例

が
あ

る
よ

う
に

，
神

戸
で

も
市

街
地

と
市

場
的

な
も

の
が

隣
り

合
わ

せ
で

も
違

和
感

が
な

い
と

思
う

が
，

ポ
ー

ト
タ

ワ
ー

周
辺

に
新

た
に

魚
市

場
と

な
る

と
，

そ
こ

に
漁

船
が

着
い

て
い

な
い

の
で

な
か

な
か

イ
メ

ー
ジ

は
出

て
こ

な
い

。
・

垂
水

漁
港

に
行

っ
た

こ
と

が
あ

る
が

，
そ

こ
に

は
佃

煮
な

ど
加

工
さ

れ
た

も
の

し
か

な
か

っ
た

。
非

常
に

も
っ

た
い

な
く

感
じ

る
。
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

タ
ク

シ
ー

・
一

定
の

サ
ー

ビ
ス

水
準

を
満

た
す

タ
ク

シ
ー

会
社

に
「

観
光

タ
ク

シ
ー

」
の

ス
テ

ッ
カ

ー
を

配
付

し
，

観
光

客
に

は
そ

の
タ

ク
シ

ー
を

利
用

さ
れ

る
よ

う
に

す
べ

き
。

・
運

転
手

の
サ

ー
ビ

ス
精

神
に

よ
る

と
こ

ろ
も

あ
る

の
で

，
マ

イ
ス

タ
ー

の
よ

う
な

認
定

が
で

き
れ

ば
い

い
。

・
観

光
タ

ク
シ

ー
に

つ
い

て
は

，
一

般
と

乗
り

場
を

分
け

る
な

ど
目

に
見

え
る

形
で

誘
導

で
き

れ
ば

い
い

。
・

一
定

の
水

準
を

誰
が

決
め

る
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
さ

え
ク

リ
ア

で
き

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

。
・

観
光

タ
ク

シ
ー

に
は

，
観

光
客

が
必

要
と

し
て

い
る

情
報

（
観

光
情

報
や

グ
ル

メ
情

報
な

ど
）

を
タ

ク
シ

ー
車

内
に

乗
せ

て
も

ら
い

，
乗

客
に

情
報

提
供

で
き

る
よ

う
に

す
れ

ば
よ

い
。

案
内

・
サ

イ
ン

・
神

戸
は

山
側

と
海

側
が

あ
り

，
方

向
が

分
か

り
や

す
い

。
住

ん
で

い
る

側
か

ら
す

る
と

そ
れ

は
当

た
り

前
す

ぎ
て

，
う

ま
く

観
光

客
に

説
明

で
き

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

。

・
神

戸
は

非
常

に
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
で

最
小

限
の

移
動

で
行

き
た

い
と

こ
ろ

に
行

け
る

。
・

商
店

街
が

ア
ー

ケ
ー

ド
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
多

く
，

一
度

商
店

街
の

中
に

入
っ

て
し

ま
う

と
，

そ
こ

か
ら

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

が
見

え
な

く
な

り
，

方
向

が
分

か
り

づ
ら

く
な

る
。

今
後

，
ア

ー
ケ

ー
ド

を
つ

く
る

際
に

は
，

ア
ー

ケ
ー

ド
を

透
明

に
す

る
，

天
井

に
方

向
が

分
か

り
や

す
い

表
示

を
工

夫
す

る
な

ど
観

光
客

に
方

向
が

分
か

り
や

す
く

す
る

こ
と

が
大

事
。

・
道

路
標

識
に

つ
い

て
も

，
管

理
者

が
違

う
た

め
か

標
識

の
デ

ザ
イ

ン
が

統
一

さ
れ

て
い

な
く

分
か

り
に

く
い

。
・

道
案

内
の

標
識

に
つ

い
て

，
途

中
で

や
め

る
の

で
は

な
く

，
ち

ゃ
ん

と
目

的
地

に
着

く
ま

で
標

識
を

立
て

る
べ

き
。

・
英

語
表

記
に

つ
い

て
も

少
な

す
ぎ

る
。

コ
ン

ビ
ニ

・
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

・
今

の
神

戸
は

光
と

影
が

な
く

な
り

つ
つ

あ
る

と
感

じ
る

。
観

光
ス

ポ
ッ

ト
付

近
に

も
コ

ン
ビ

ニ
が

で
き

て
い

る
。

神
戸

ら
し

さ
で

に
ぎ

わ
い

を
創

出
す

る
と

い
う

意
味

で
，

神
戸

ら
し

い
商

売
や

レ
ス

ト
ラ

ン
な

ど
が

発
展

す
る

た
め

の
方

策
は

な
い

か
。

・
（

店
が

早
く

閉
ま

っ
て

し
ま

う
た

め
に

）
コ

ン
ビ

ニ
や

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
を

求
め

て
い

る
人

た
ち

が
，

こ
の

ま
ち

に
い

る
と

い
う

こ
と

を
考

え
な

い
と

い
け

な
い

。
・

夜
の

に
ぎ

わ
い

を
つ

く
る

の
に

チ
ェ

ー
ン

店
が

あ
っ

て
も

よ
い

と
思

う
が

，
た

だ
何

も
考

え
な

し
に

住
宅

地
な

ど
に

ど
ん

ど
ん

つ
く

る
の

は
や

め
て

ほ
し

い
。

産
業

・
観

光
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
神

戸
独

自
の

お
し

ゃ
れ

さ
と

い
う

も
の

が
，

失
わ

れ
て

き
て

い
る

の
で

は
な

い
か

。
・

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

と
い

う
の

は
着

こ
な

し
の

部
分

だ
と

思
う

。
流

行
っ

て
い

る
も

の
を

購
入

す
る

の
は

世
界

中
ど

こ
で

も
で

き
る

が
，

そ
れ

を
ど

う
や

っ
て

着
こ

な
し

て
自

分
を

表
現

す
る

か
い

う
と

こ
ろ

に
神

戸
ら

し
さ

が
あ

っ
た

り
す

る
の

だ
ろ

う
と

思
う

。
神

戸
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

セ
ン

ス
は

ち
ゃ

ん
と

残
っ

て
い

る
。

・
神

戸
の

ま
ち

は
，

昔
は

仕
立

て
屋

さ
ん

が
数

多
く

あ
っ

た
。

ま
た

，
最

近
は

回
帰

志
向

で
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

の
ス

ー
ツ

の
仕

立
て

の
仕

事
も

増
え

て
き

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。

・
神

戸
に

は
若

い
男

性
専

門
の

チ
ェ

ー
ン

店
で

は
な

い
ブ

テ
ィ

ッ
ク

が
数

多
く

あ
っ

て
，

そ
れ

が
商

売
と

し
て

成
立

し
て

い
る

。
そ

ん
な

ま
ち

は
め

っ
た

に
な

い
。

仕
立

て
屋

さ
ん

に
つ

い
て

も
「

お
と

な
旅

・
神

戸
」

で
も

注
目

が
集

ま
っ

て
き

て
い

る
。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

産
業

・
観

光
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第６回未来都市創造に関する特別委員会 開催概要 

 

１ 日 時 平成 26 年 11 月６日（木） 10 時 01 分～14 時 54 分 

〔休憩 12 時 02 分～13 時 00 分〕  

 

２ 場 所 第４委員会室 

 

３ 出席者 吉田委員長，かわなみ副委員長，平木理事，沖久理事，梅田理事，森本理

事，川原田委員，岩田委員，堂下委員，浜崎委員，石丸委員，平野（昌）

委員，味口委員，上原委員，あわはら委員（欠席者なし） 

    福岡壯治氏（参考人） 

 

４ 主な内容 

(1)参考人意見聴取 

〇神戸電子専門学校について 

・神戸電子専門学校は，創立が 1958 年であり，本年で 56 周年を迎える。 

・現在設置している学科は 15 学科で，これに加え，日本で職業教育を受けたい留学

生の方に日本語を教育する日本語学科も設置している。 

・入学定員は 665 名で全校生徒数は 1,500 名ほど。そのうちだいたい 700 名ぐら

いが下宿者になる。 

・生徒は主に西日本が中心であるが，大阪からはほとんど来ていない。兵庫県以西で

広島市と福岡市以外の各地から来ており，沖縄からだけでも 50 名ほどの生徒がい

る。 

・日本で最も長い歴史を有するコンピューター分野の人材育成機関がこの神戸にある

ということをご認識いただければと思う。 

・私の入職時，20 年ほど前になるが，情報処理学科，情報工学科，情報ビジネス学

科があり，その後，建築，グラフィック，ゲームソフト，アニメ，サウンドなど様々

なメディア系を中心とした学科を開設してきた。この間，開設した学科で閉じた学

科はない。 

・また，縦展開として，ＩＴ分野で３年制，４年制をつくり，その後，４年制の学生

が更なる高度のＩＴ人材を目指して学ぶ専門職大学院の神戸情報大学院大学を設置

した。情報系の専門職大学院としては，国内２校目になる。 

・さらに，昨年の秋からグローバルコースとして，英語のみでの授業でＩＴＣ４Ｄ(ICT 

for D) という分野，Ｄは Development で，アフリカを中心とした発展途上国の

開発の問題解決をＩＣＴで行うための人材育成のコースを立ち上げている。昨年は
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外国人３名でスタートし，今年は 39 名となり，国の施策と相まったこともあり，

アフリカ，アフガニスタンを中心に政府職員を国の予算で受け入れて，人材の育成

を行っている。 

・学科の設立と運営，整備に加え，全国の専門学校の有力校が集まり，共通のカリキ

ュラムや教材の開発を国の予算を活用して平成 14 年度から一昨年まで開発指導を

させていただいた。こういった中でコンピューター分野を中心とした数多くの若者

のキャリアデザインに関わり，今もこれを継続している。 

・文科省の予算を活用して，カリキュラムの設計や開発を行っていく中で，教育のデ

ザインというものがどういうものであるかが分かった。専門学校なので専門的な知

識や技術を習得することも必要であるが，それと同時にどんな仕事をする上でも共

通して必要な礎的な力，世間で言われる問題解決力とコミュニケーション力をどの

ようにして高めていくのかということに最も注力するようになった。 

・当校で毎年 500～600 名が卒業するが，極端な年は，その就職先は大阪が５割，

東京が３割，神戸を含めた兵庫以西が２割である。国内のいろんな地域から来てい

ただいているにもかかわらず，出口が地元神戸でないことは大きな問題と捉えてい

る。これは，当校に限らず神戸市内の大学も同じような状況であると伺っている。 

 

○人口動態について 

・学校運営を行っていく中で，現在最も気になっていることが，人口減少である。国

交省が出した国土の長期展望において，「2050 年に市町村の６割が今の人口より

半減し，その中で人口が増えるのは東・名・阪・沖縄の４か所だけである。」という

報告に衝撃を受けた。我々高等教育機関においては，特に 18 歳を中心とした世代

の人口動態について気になる立場であり，その人口動態によると，平成４年の 200

万人超をピークに徐々に下がっていき，現在は 120 万人あたりを推移して，中ど

まり状態になっている。専修学校の学生募集の状況からみても，現在は平穏期にあ

たる。ところが，2018 年あたりからグッと下降していき，今から 18 年後には

87 万人まで人口が減少する。これは市場が３分の１ほどなくなってしまうという

ことで，衝撃的な未来がすぐそこにあるということである。 

・そうした中，福岡市は現在人口が増加している。ここには，有力校があることに加

え，ゲームソフトメーカーの集積や Web 分野の企業が福岡で隆盛であり，福岡の

人口増の原因はほぼこの分野ではないかというぐらい勢いがある。東京の優秀な技

術者やクリエイターが福岡に移住するという話をよく聞く。また，福岡移住計画と

いうのを官民挙げて進めてきており，これも人口増加の一因となっているように感
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じる。 

 

○ピーター・ドラッカー「５つの質問」について 

 ・若者が快活に働ける，生活できる，輝けるということを念頭において都市デザイン

をする際に私が参考にしたのが，ピーター・ドラッカー「５つの質問」である。絵

を描くだけではなくて，それを色々な仕組みとして実装していく。都市のデザイン

は，デザインと実装がパックである。また，当然それを運用すること，実際やって

みて手直ししてＰＤＣＡを回していく。すなわち，都市デザインはマネジメントで

あると感じた。 

・「５つの質問」の１つ，「我々の顧客は誰か？」を考えたとき，行政にとっての顧客

は，ニーズをウオッチする対象，神戸市の都市デザインを考えた場合，顧客は，神

戸市民，旅行者，神戸移住予備軍と考える。 

・「顧客が認める価値は何か？」について，顧客である神戸市民，旅行者，移住予備軍

について別々に考えるのではなくて，この３者が同心円上に共通して価値と見れる

ものからやっていくべきである。例えば，市民生活を楽しむ上でも家族に対して思

うこと，もしくは自分が都市デザインをできる立場であれば設計の根幹に置きたい

こと。それを表すとどうなるのか。精神的な充足を得うる地域生活だと考える。具

体的には，五感をフルセンスで働かせ楽しめる環境，クリエイティビティ高き人の

集積，イノベーティブな仕事による高収入，適度に非日常的な集約点がある。これ

らが揃うと生活的していても楽しいし，更に期待する人達が集まってくる。神戸は

新たな産業をどんどん呼び起こせる，もしくはクリエイトできるようなまちになっ

てほしい。 

「適度に非日常的な集約点（たまり場，イベント）がある」については，具体的な

施策について，デザイン都市創造会議で久元市長から「行政が行う都市デザインと

いうのは，日常感あふれるものに終始しがちな傾向にある。でも，本当の都市の発

展を考えると，非日常的なまちのにぎわいもデザインしていく必要があるのではな

いか。」との発言があった。そのとおりだと思う。 

・「我々の成果は何か？」について，家族と週末を過ごしたい生活圏を求めて 20 代か

ら 30 代の優秀な人材が集まる。また，それを求める企業が移ってくる。例として

は，オレゴン州ポートランド，コロラド州デンバー，サンフランシスコが挙げられ

る。どの土地も日々の生活が楽しい場所が移住のポイントとなっている。 

「市民生活が最大限に魅力化され，それが呼び水となり観光客と移住者が増える」

については，例えばニューヨークで観光地の引きになっているマジソンスクエアガ
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ーデンやアポロシアターは，実は市民球場であり，市民劇場である。市民が実生活

で楽しんでいるものが光輝いて観光客を呼び寄せる，それが新たな産業をわき起こ

し，企業の誘致にまで拡がる。 

 

○若者の集うまちについて 

 ・神戸モトマチ大学というのがあり，そこは神戸市民がよりよいまちづくりにつなげ

ていこうとして，月に１，２回ほど毎回 30～40 名ほどが集まって開催している架

空の大学である。そこでは，神戸が好きで神戸のために何か動きたいという人がた

くさん来られるが，そういった人はたいてい 40 代オーバーで 20 代から 30 代前

半の若い人がいない。快活な若者は神戸にも存在するが，そういった若者は，大阪

で働いている例が多い。20 代，30 代前半の若者が地元で快活に働くという環境を

つくっていくことが最も重要である。 

 ・昨今のＩＴ業界では，Web の中だけで完結するようなサービスが増えてきており，

そういった企業はオフィスがいらなく，例えばネットカフェで起業ができてしまう

ような業態である。そういった企業を誘致するには，会社の誘致でなくて，優秀な

技術者や面白いクリエイター個人を誘致することが世界的なトレンドとなってい

る。アメリカでは，シリコン・バレーからサンフランシスコに移ってきているが，

どこででも仕事ができるので，住環境にこだわる住宅型オフィスが増えている。こ

れまでの誘致策といえば，インキュベーションをつくる，家賃を補助するなど，企

業に対してしてきているが，従来通りの企業誘致も並走した上で，新たに付加して

やっていくのであれば，優秀な技術者や面白いクリエイター１人のアイデアによっ

て何百人もの雇用を生み出すようなことがどんどん起こっているので，彼らを誘致

することも必要となってくる。 

 ・リチャード・フロリダという思想家は，都市発展要素としてテクノロジー（技術），

タレント（才能），トレランス（寛容性）の３つのキーを掲げている。寛容性とい

うことを都市デザインの中にどう盛り込んでいくか，若者が夢を持てる産業をどう

引き込むかがポイントとなっている。 

・デザイン都市創造会議の中で非日常的な集約点として提案していることであるが，

例えば東遊園地を芝生化，イベントパーク化し，ＷⅰＦｉの整備。あんないい場所

はない。神戸は変わるというアイコン的な存在になると思う。東遊園地周辺にテナ

ントビルを持っているオーナーにヒアリングをしてみると，価値が上がるのでぜひ

やってほしいという声が強かった。 

ニューヨークのブライアント・パークでは，ＷⅰＦｉが整備されており，芝生に座
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ってパソコンで仕事でしているのをよく見かける。その公園では，冬にはスケート

リンク，そして全米オープンのテニスを誘致し，入場料を取り，その収益で上質な

イベントが成り立つような試みをしている。市民が公園を活用し，まちを所有して

いるという感覚を持てるようなイベントをたくさんするということを行政と一緒に

なって市民団体が企画をしてイベントを起こして，儲けて，市民のにぎわいをつく

っている。このにぎわいによって，素晴らしいカフェがたくさんでき，こんなとこ

ろで毎日仕事をしたいと思う，エンジニア，クリエイターがたくさん集まってきて

いる。 

・都市のデザインをする際において顧客のセットは絶対やらないといけない。神戸は

こんなところです，町なかで音楽が鳴っている，町なかに面白そうな人がたくさん

集まっているのが神戸です，市民は全員クリエイティビティ高いです，こういう市

民を誘致しています，といろいろあるが，共通して，市民が心地よい，何が心地よ

いと思うのか。神戸市は人が来てほしいのか来てほしくないのか，はっきり分から

ないところがある。神戸はこういうまちだからこういう人に来てもらいましょう，

こういうことを一緒に楽しんで，ということを明確に皆が認知しているということ

が若者がまちに対して期待を持てるということではないか。 

・デザイン都市創造会議は年３回しかない。本当に市はデザイン都市としてやる気が

あるのか，またこれまでやってきたことの引き継ぎもない。そこで議論したことが

生かされるのか本当に心配なところであるが，委員を受けたからにはとことんこだ

わって，誰をハッピーにするのか，その人達は何を価値として，何を心地よいと思

うのか食い下がって答えを出していきたいと思う。 

 

○音楽のまちについて 

・ビジュアルのデザインは町なかでたくさんあふれており，労力と時間も投入されて

いる。聴覚のデザインは他がやっていないのでここに力を入れていってはどうかと

久元市長も言われており，全くの同感である。 

・神戸電子専門学校は 5.1ch サラウンドによる音像設計ではアジアで首位であり，例

えば，教員がカンヌ映画祭でレッドカーペットを歩いた。学生が在校中にベルリン，

ルカルノ，ベネチアの音楽祭・映画祭の正式招待を受けてレッドカーペットを歩い

ている。また，ＴＢＳ制作のプラネタリウムでは，坂本龍一さんが作曲した音楽を

音像設計（サラウンド化）した。 

・三宮駅舎建替えについては，大阪のようなことにはなってほしくない。グランフロ

ントは音環境的に最低である。いいＢＧＭが流れるという前に，ワンワンと人の雑
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踏がまわって気持ちが悪い。サウンドデザインにより，人のざわざわしている声や

響きが気持ちいいという状態をつくれる。ただ，少しコストがかかり，ノウハウの

蓄積がいる。各ゼネコンには音響担当が必ずいて，そのノウハウを持っているが，

クライアントがそこにお金をかけないので，できていない。神戸市内で今後市の施

設をつくる際にはサウンドデザインを考えていくといいのではないか。 

・神戸の音といえば神戸は港町であり汽笛，これを聞けば神戸に来たなと感じられる。

音響の効果は非常に高いものがあり，例えばＪＲ三ノ宮駅に新快速，ＪＲ新神戸駅

に新幹線が到着する度に汽笛を鳴らす。できれば本物の汽笛がいい。ラジコンボー

ト用のスチームエンジンで蒸気機関車くらいの汽笛は鳴らせる。それぐらいのこと

を，市の特徴化を音でもってデザインするというのをやってみてもいいのではない

か。ディズニーランドは音に大変お金をかけている。人の魅力を惹きつけるところ

は，映像はあたりまえで，音だということが分かっている。音の心地よさというも

のが，人を惹きつける重要な要素だ。耳は寝ていても使っている器官。そこを満足

させる。非常に重要なポイント。 

・音楽のまち神戸を創る会という活動をしており，町なかで音楽を楽しめるような生

活を送りたいと思って始めた。 

・神戸はジャズのまちと言われているが，若い人はジャズをあまり聴いていない。今

風のジャズをつくっているのは京都であり，神戸でやっているジャズはジャズの中

のクラシックである。ジャズ一つとってみても，その中に先進的なマインドを取り

入れないと先進的なまちとは言えない。 

・神戸市民が好きな神戸の音楽は何だと考えると，ない。逆にいうと，みんなで決め

ていけばいい。いろんな音楽を聴いて，まちのターミナルで流れる音はこういうも

のがいいというのはみんなで決めていくべき。 

・ダンスミュージックは全世界で大きな訴求力があり，市場性としてもたいへんなも

のがある。ＤＪの世界最高年収は４年前のデータで 55 億円，アテネオリンピック

のオープニングで起用されたＤＪである。ヨーロッパの航空会社のイメージキャラ

クターはＤＪが席捲しており，またプライベートジェットで移動するのもスポーツ

選手よりＤＪの方が多い。東京オリンピックの開催期間中に風営法ダンス規制で都

内のクラブを一斉摘発すると，全世界から総スカンを食らうであろう。 

・全世界共通で若者に人気があるサウンドムーブメントは，ダンスミュージックムー

ブメントである。 

・日本の音楽は世代の断絶が激しいと感じる。音楽の抽象度合いを高くすると祭囃子

のような世代の断絶のない共通した太古から流れる音楽のリズムに回帰していくの
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でなないかと思う。例えばロックはバックビートであるが，阿波踊りはヘッドビー

トであり，また，現在世界的な潮流となるダンスミュージックもヘッドビートであ

る。これはインドの宗教音楽からとされる向きもあるが，アジアの祭囃子から来て

いるのではと思う。 

・ダンスミュージックを演奏する場合には，パイオニア製のミキサー，パイオニア製

のＣＤプレイヤー，レコードプレーヤーはテクニクス製，音源はローランドのリズ

ムマシン，である。そういう意味では，日本人がお金にしないといけないではない

かと海外からよく言われている。世界的に有名なＤＪで日本人は２，３人といった

ところ。日本人がやってしかるべきだろうと思っている。この分野は，十分に巨大

産業としてセットできる分野だと思っている。 

・非日常感を楽しむということでは，音楽，お酒が世界的なスタンダードで，それと

パーティー。音楽イベントに限らず，市民生活のにぎわいとして満足感を得るトレ

ンドとして，都市型の野外でどれだけ食事を楽しむかというのがある。例えば，夕

日を楽しめるカフェが何店舗あるか，といったようなことが都市の価値，評価する

指標になってくるのではないかと思う。 

・ダンス文化としては，神戸は鹿鳴館時代から特に北野町界隈であり，パーティー文

化と親和性が高いダンスミュージックが楽しまれてきた。音楽に触れて踊るという

ことは，我々の想像以上に国際的にはカジュアルとなっている。神戸市民はもとも

とそういうことを理解して楽しんでいた。外国人が神戸の魅力のいいところをたく

さんつくったと思うが，神戸を外国風にしたいというだけでなく，神戸住民と密接

に交流して日本文化をとことん楽しんでいたと思う。神戸は，外国文化のゲートウ

ェイであるとともに，外国人に対して日本文化を伝えることができる立場でないと

国際都市として言えないのではないかと思う。 

・神戸電子専門学校では，毎年，地域感謝祭として夏祭りをしている。櫓を建ててテ

クノ盆というイベントをやっている，これはテクノ音楽で盆踊りを踊るというもの

で，５年やっている。地域の年配のおじいさん，おばあさんも楽しみにしておられ

て，毎年踊っていただいている。日本の民謡で沖縄県以外，新曲が生まれていない。

いろんな外国文化を取り込んだのはいいのだが，太古からある音楽に進化がないと

いうこと，自分たちのオリジナルの文化が進化してないことに問題があるように感

じる。世代の断絶なくみんなで楽しめる，進化をさせていくということでテクノ盆

という答えを出してやっている。できれば，神戸まつりのメインコンテンツに持っ

ていければ，と考えている。 
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(2)質疑応答及び討議のまとめ 

  別紙「討議のまとめ」のとおり 
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て

い
る

の
で

，
神

戸
で

新
し

い
起

業
が

生
ま

れ
て

く
れ

ば
，

腕
を

発
揮

す
る

流
れ

は
で

き
る

。

Ｉ
Ｔ

の
ま

ち

・
神

戸
の

ま
ち

は
Ｉ

Ｔ
化

し
て

い
な

い
。

見
え

て
こ

な
い

。
ア

ナ
ロ

グ
。

や
る

な
ら

，
「

Ｉ
Ｔ

の
ま

ち
」

を
宣

言
し

て
や

ら
な

い
と

い
け

な
い

の
で

は
。

・
地

域
Ｉ

Ｃ
Ｔ

推
進

協
議

会
（

Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｌ

Ｉ
）

が
掲

げ
て

い
る

こ
と

を
本

気
で

や
る

こ
と

が
重

要
。

神
戸

の
市

民
が

Ｉ
Ｔ

を
活

用
す

る
こ

と
を

と
こ

と
ん

や
る

こ
と

。
ア

メ
リ

カ
で

は
，

自
分

た
ち

の
生

活
を

い
か

に
楽

し
く

す
る

か
と

い
う

こ
と

に
貪

欲
な

人
が

い
る

。
心

地
よ

い
こ

と
を

死
ぬ

気
で

追
及

す
る

姿
勢

が
彼

の
地

の
Ｉ

Ｔ
産

業
界

に
は

あ
り

，
日

本
に

は
抜

け
落

ち
て

い
る

。
年

１
回

の
Ｉ

Ｔ
イ

ベ
ン

ト
よ

り
も

キ
ー

マ
ン

が
集

ま
る

カ
フ

ェ
や

バ
ー

が
あ

る
だ

け
で

も
ず

い
ぶ

ん
違

う
。

拠
点

，
サ

ロ
ン

と
な

る
場

所
を

つ
く

る
と

こ
ろ

か
ら

や
っ

て
も

い
い

。
産

官
学

で
議

論
す

る
こ

と
。

・
仕

組
み

は
い

く
ら

で
も

つ
く

り
よ

う
が

あ
る

。
何

を
実

現
し

た
い

の
か

，
ど

う
す

れ
ば

心
地

よ
い

の
か

を
練

り
上

げ
る

こ
と

が
重

要
。

そ
の

た
め

に
Ｉ

Ｔ
の

活
用

は
欠

か
せ

な
い

。
都

知
事

選
で

も
話

題
に

な
っ

た
，

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
。

１
個

人
の

ア
イ

デ
ア

が
あ

れ
ば

，
ネ

ッ
ト

に
上

げ
て

，
他

人
の

お
金

で
開

発
が

で
き

る
。

貴
重

な
時

間
を

か
け

て
，

何
を

集
中

し
て

や
る

か
が

大
事

。
ハ

ッ
カ

ー
を

い
か

に
育

て
，

集
約

す
る

か
が

命
題

。

Ｉ
Ｔ

企
業

の
誘

致

・
徳

島
で

若
い

Ｉ
Ｔ

企
業

家
の

誘
致

に
成

功
し

て
い

る
限

界
集

落
が

あ
る

。
北

区
の

大
沢

や
淡

河
に

も
誘

致
で

き
る

と
思

う
が

，
光

フ
ァ

イ
バ

ー
が

通
せ

な
い

と
い

う
。

・
川

沿
い

に
Ｗ

ｉ
Ｆ

ｉ
が

飛
ん

で
い

る
。

川
の

中
に

足
を

つ
っ

こ
ん

で
，

Ｐ
Ｃ

を
広

げ
て

仕
事

を
し

て
い

る
写

真
で

ブ
ー

ム
が

で
き

た
。

沖
縄

ブ
ー

ム
は

，
沖

縄
の

特
色

と
し

て
「

色
鮮

や
か

に
」

と
注

文
だ

け
つ

け
て

，
写

真
の

破
壊

力
を

最
大

限
に

使
っ

た
成

果
だ

と
聞

く
。

そ
う

い
う

動
き

を
起

こ
す

こ
と

が
で

き
る

力
が

あ
る

の
が

W
e
b
。

兵
庫

県
下

な
ら

匹
敵

す
る

と
こ

ろ
も

あ
る

と
思

う
が

，
神

戸
市

内
な

ら
都

心
の

ど
真

ん
中

が
合

う
の

で
は

な
い

か
。

未
来

都
市

創
造

に
関

す
る

特
別

委
員

会
　

討
議

の
ま

と
め

平
成

2
6

年
1

1
月

6
日

Ｉ
Ｔ
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 ③
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対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

医
療

産
業

都
市

と
Ｉ

Ｔ

・
医

療
産

業
都

市
で

，
医

師
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

シ
ス

テ
ム

開
発

も
含

め
て

，
機

器
づ

く
り

と
ソ

フ
ト

が
あ

れ
ば

と
い

う
中

で
，

神
戸

電
子

専
門

学
校

か
ら

起
業

の
考

え
は

な
い

も
の

か
。

・
万

歩
計

機
能

と
睡

眠
時

の
レ

ム
・

ノ
ン

レ
ム

を
測

定
す

る
機

能
が

つ
い

た
も

の
を

使
っ

て
い

る
が

，
日

々
の

生
活

の
質

を
上

げ
る

の
に

切
っ

て
も

切
れ

な
い

ツ
ー

ル
に

な
っ

て
い

る
。

そ
う

い
う

実
生

活
に

近
い

と
こ

ろ
か

ら
や

っ
て

み
た

い
。

市
場

・
商

店
街

と
Ｉ

Ｔ

・
市

場
・

商
店

街
が

疲
弊

し
て

い
る

。
ネ

ッ
ト

で
外

の
市

場
，

購
買

層
と

結
び

つ
け

る
よ

う
な

，
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

が
使

え
な

い
よ

う
な

店
主

で
も

で
き

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

組
ん

で
指

導
で

き
る

人
は

い
な

い
も

の
だ

ろ
う

か
。

・
不

得
手

な
こ

と
は

や
ら

な
く

て
よ

い
の

で
は

。
二

宮
市

場
は

再
開

発
さ

れ
ず

に
残

っ
て

い
て

ほ
し

い
。

こ
だ

わ
り

の
専

門
店

が
集

ま
ら

な
い

と
通

っ
て

い
て

つ
ま

ら
な

い
し

，
安

さ
や

鮮
度

で
は

負
け

て
し

ま
う

。
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

企
業

と
い

う
よ

う
に

ブ
ラ

ン
ド

力
を

上
げ

て
く

れ
る

人
も

い
る

。
デ

ザ
イ

ナ
ー

も
サ

ー
ビ

ス
に

シ
フ

ト
し

て
い

っ
て

い
る

の
で

，
そ

う
し

た
デ

ザ
イ

ナ
ー

を
つ

か
ま

え
て

や
れ

ば
ど

う
か

。
ネ

ッ
ト

を
始

め
る

こ
と

は
全

国
で

売
れ

る
こ

と
な

の
で

，
ま

ず
商

品
力

が
あ

る
こ

と
が

大
事

。

Ｉ
Ｔ

と
分

か
り

や
す

さ

・
長

田
で

ア
ジ

ア
ナ

イ
ト

を
や

っ
て

い
る

が
，

狭
く

て
ご

ち
ゃ

ご
ち

ゃ
し

て
い

る
。

例
え

ば
，

磯
上

公
園

の
向

こ
う

に
３

車
線

張
っ

て
，

屋
台

村
に

し
た

ら
，

若
者

だ
け

で
な

く
楽

し
め

る
。

市
民

の
好

み
も

違
う

の
で

，
ハ

ー
ド

を
並

べ
て

，
ス

マ
ホ

で
ど

こ
に

何
が

あ
る

か
わ

か
る

よ
う

な
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

・
Ｉ

Ｔ
時

代
に

付
い

て
い

け
な

い
よ

う
な

高
齢

者
を

相
手

に
し

て
若

者
が

や
っ

て
も

ら
え

る
仕

掛
け

が
必

要
で

は
な

い
か

。
・

行
政

の
情

報
と

民
間

の
情

報
は

錯
綜

し
て

い
る

の
で

，
ひ

と
つ

に
ま

と
め

る
よ

う
な

こ
と

を
，

若
い

人
が

神
戸

で
起

業
し

て
企

画
し

て
ほ

し
い

。

・
地

域
の

全
て

の
デ

ー
タ

を
集

め
る

こ
と

は
難

し
い

が
，

仕
掛

け
を

つ
く

っ
て

，
ボ

リ
ュ

ー
ム

感
を

持
っ

て
把

握
す

る
こ

と
は

で
き

る
。

・
機

能
を

限
定

し
た

携
帯

に
似

て
い

て
，

ワ
ン

プ
ッ

シ
ュ

で
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

も
の

は
で

き
る

。

情
報

の
受

発
信

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
用

い
た

情
報

の
受

発
信

に
つ

い
て

は
，

量
・

質
と

も
に

レ
ベ

ル
を

高
め

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

・
情

報
を

ア
グ

レ
ッ

シ
ブ

に
編

集
を

し
て

い
く

も
の

と
，

編
集

す
る

ま
で

も
な

く
す

で
に

あ
る

神
戸

に
あ

る
強

み
の

２
つ

に
分

け
て

，
戦

術
を

と
っ

て
い

く
べ

き
。

Ｉ
Ｔ
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に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
東

遊
園

地
の

芝
生

化
に

つ
い

て
，

外
国

人
は

そ
れ

ぞ
れ

自
由

な
振

る
舞

い
が

で
き

る
が

，
日

本
人

は
で

き
る

か
。

文
化

が
違

う
の

で
は

な
い

か
。

相
当

の
時

間
が

か
か

る
の

で
は

。
神

戸
ら

し
い

仕
掛

け
づ

く
り

が
な

い
か

。

・
神

戸
は

上
質

な
食

材
が

広
範

囲
か

ら
集

ま
る

場
所

だ
が

，
飲

食
店

は
地

元
の

食
材

に
こ

だ
わ

ら
な

い
ま

ち
。

日
本

一
の

酒
ど

こ
ろ

に
も

か
か

わ
ら

ず
，

灘
五

郷
の

酒
し

か
出

さ
な

い
と

こ
ろ

が
や

っ
と

で
き

た
。

地
元

の
食

材
を

集
約

す
る

と
こ

ろ
と

し
て

，
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

を
提

案
し

て
い

る
。

高
級

で
な

く
，

上
質

な
食

材
。

・
農

業
公

園
は

車
で

な
い

と
行

け
な

い
。

ワ
イ

ン
を

楽
し

む
場

所
と

し
て

ど
う

か
。

東
遊

園
地

で
毎

年
，

オ
ク

ト
ー

バ
ー

フ
ェ

ス
ト

を
や

っ
て

ド
イ

ツ
の

ビ
ー

ル
は

出
す

の
に

，
神

戸
ワ

イ
ン

や
灘

五
郷

の
酒

を
出

さ
な

い
と

い
う

の
は

ど
う

な
の

か
。

芝
生

化
の

話
も

出
て

い
て

，
周

辺
の

マ
ン

シ
ョ

ン
か

ら
の

苦
情

が
ネ

ッ
ク

に
な

る
と

も
聞

く
。

イ
ベ

ン
ト

に
使

う
の

は
よ

い
。

・
都

市
デ

ザ
イ

ン
に

興
味

が
あ

る
人

な
ら

，
オ

レ
ゴ

ン
州

の
ポ

ー
ト

ラ
ン

ド
に

視
察

に
行

っ
て

い
る

。
州

立
大

学
の

キ
ャ

ン
パ

ス
が

芝
生

の
公

園
み

た
い

に
な

っ
て

い
て

，
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

を
や

っ
て

い
る

。
た

く
さ

ん
の

人
が

来
て

，
ロ

ッ
ク

が
流

れ
て

い
て

，
食

事
も

お
い

し
く

ワ
イ

ン
も

た
し

な
ん

で
い

る
。

東
遊

園
地

は
そ

う
い

う
イ

ベ
ン

ト
が

い
い

。
明

石
の

陸
橋

の
事

故
以

降
，

民
間

イ
ベ

ン
ト

が
や

り
に

く
く

な
っ

た
が

，
市

民
生

活
を

楽
し

も
う

と
す

る
と

積
み

重
ね

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

。

Ｋ
Ｉ

Ｉ
Ｔ

Ｏ

・
東

遊
園

地
に

つ
い

て
，

住
民

理
解

を
も

ら
い

な
が

ら
盛

り
上

が
る

と
，

Ｋ
Ｉ

Ｉ
Ｔ

Ｏ
も

近
く

に
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

・
Ｋ

Ｉ
Ｉ

Ｔ
Ｏ

は
音

の
観

点
か

ら
人

が
集

ま
る

の
に

は
適

さ
な

い
。

音
響

面
の

対
策

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。
現

状
は

音
の

不
快

が
大

き
く

，
集

め
る

な
ら

抜
本

的
に

や
り

替
え

な
い

と
い

け
な

い
。

再
考

を
お

願
い

し
た

い
。

都
心

東
遊

園
地
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④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

都
市

宣
言

・
神

戸
は

，
何

々
都

市
と

打
ち

出
す

が
，

合
意

形
成

，
市

民
の

機
運

が
必

要
で

，
打

ち
出

し
て

消
え

る
も

の
で

は
な

い
。

機
運

の
高

め
方

，
都

市
の

打
ち

出
し

方
は

難
し

い
も

の
だ

。

・
機

運
を

盛
り

上
げ

る
ベ

ク
ト

ル
が

大
事

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
都

市
で

，
振

興
協

会
が

「
衣

食
住

遊
」

を
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
だ

と
掲

げ
て

い
る

が
，

「
遊

」
が

入
っ

て
い

る
の

は
素

晴
ら

し
い

組
み

合
わ

せ
。

公
共

空
間

の
音

環
境

・
国

際
会

館
で

よ
し

も
と

新
喜

劇
が

来
た

と
き

，
外

ま
で

大
き

な
音

楽
が

流
れ

て
い

る
。

ま
る

で
三

宮
が

新
喜

劇
の

ま
ち

の
よ

う
だ

が
，

神
戸

の
イ

メ
ー

ジ
で

は
な

い
。

外
に

漏
れ

な
い

よ
う

に
規

制
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。

・
サ

ウ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
の

行
き

届
い

た
ま

ち
は

，
た

と
え

上
質

な
も

の
で

あ
っ

て
も

，
ご

ち
ゃ

ま
ぜ

に
な

っ
て

い
な

い
。

音
を

鳴
ら

す
前

に
，

自
然

の
残

響
，

反
響

で
気

持
ち

の
悪

い
と

こ
ろ

を
無

く
し

て
い

く
の

が
基

本
。

心
地

よ
い

の
が

主
眼

な
の

で
，

「
あ

な
た

の
は

ダ
メ

だ
か

ら
流

す
な

」
と

い
う

の
で

は
な

く
，

「
こ

こ
は

こ
う

し
た

い
か

ら
こ

う
さ

せ
て

」
と

い
う

デ
ザ

イ
ン

を
す

る
こ

と
で

は
な

い
か

。
実

験
が

必
要

。

音
楽

の
あ

る
ま

ち

・
音

楽
を

フ
ル

に
流

せ
る

よ
う

な
場

所
が

あ
れ

ば
い

い
。

ま
た

，
ソ

ウ
ル

で
は

，
い

ろ
ん

な
場

所
で

音
楽

を
流

せ
る

場
所

が
あ

る
。

音
楽

の
ま

ち
を

目
指

す
の

で
あ

れ
ば

必
要

で
は

な
い

か
。

・
さ

ん
き

た
広

場
は

，
若

い
人

が
集

ま
る

。
心

地
よ

い
ま

ち
を

つ
く

る
な

ら
，

年
配

の
人

も
や

れ
る

よ
う

な
，

雰
囲

気
づ

く
り

，
誘

導
策

が
あ

れ
ば

い
い

。
・

5
.1

c
h

，
7

.1
c
h

の
よ

う
な

音
を

聞
か

な
い

と
重

要
性

は
分

か
ら

な
い

。
機

会
を

つ
く

ら
な

い
と

い
け

な
い

。

・
同

好
の

人
が

集
ま

れ
ば

で
き

る
の

で
は

。
宗

教
法

人
や

学
校

法
人

な
ら

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

を
持

っ
た

場
を

つ
く

っ
て

い
る

。
ま

た
，

さ
ん

き
た

ア
モ

ー
レ

広
場

の
よ

う
な

，
タ

ー
ミ

ナ
ル

で
人

が
一

番
集

ま
る

場
所

か
ら

や
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

認
知

さ
れ

な
い

と
い

け
な

い
。

パ
リ

で
は

，
市

内
の

ど
こ

で
も

音
楽

を
流

せ
る

日
が

あ
る

。
音

の
無

礼
講

。
・

老
若

男
女

が
溶

け
合

っ
て

楽
し

む
と

こ
ろ

が
い

い
。

例
え

ば
，

チ
キ

ン
ジ

ョ
ー

ジ
は

年
配

に
軸

足
を

移
し

て
い

る
。

産
業

・
観

光
ル

ミ
ナ

リ
エ

・
ル

ミ
ナ

リ
エ

は
見

て
帰

る
だ

け
。

例
え

ば
，

朝
早

く
神

戸
に

来
て

別
の

と
こ

ろ
で

過
ご

し
て

，
夜

，
ル

ミ
ナ

リ
エ

を
見

て
帰

る
，

又
は

さ
ら

に
飲

食
し

て
帰

る
と

い
う

誘
導

が
で

き
る

よ
う

な
，

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
人

は
い

な
い

も
の

だ
ろ

う
か

。

・
水

口
哲

也
さ

ん
と

い
う

ゲ
ー

ム
デ

ザ
イ

ナ
ー

が
い

る
。

ゲ
ー

ミ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

，
ゲ

ー
ム

性
を

持
た

せ
た

仕
組

み
を

提
唱

し
て

い
る

。
面

白
く

な
い

生
活

を
面

白
く

す
る

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ウ

ォ
ン

ツ
メ

ソ
ッ

ド
と

い
う

，
今

は
ニ

ー
ズ

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
し

て
か

ら
で

は
遅

い
時

代
で

，
ニ

ー
ズ

を
無

視
し

て
作

り
た

い
も

の
を

つ
く

る
と

い
う

指
導

を
し

て
い

る
。

ま
ち

づ
く

り
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
福

岡
の

成
功

に
お

け
る

，
行

政
の

関
わ

り
は

ど
う

な
の

か
。

・
福

岡
は

ま
ち

の
方

向
性

が
見

え
て

い
る

，
発

信
さ

れ
て

い
る

の
が

大
き

い
の

だ
ろ

う
か

。

・
優

秀
な

人
が

引
っ

掛
か

る
，

い
ろ

ん
な

イ
ベ

ン
ト

を
し

て
い

る
。

ま
ず

は
旅

行
し

て
も

ら
っ

て
，

移
住

を
考

え
て

も
ら

う
。

行
政

も
タ

ッ
グ

を
組

ん
で

い
る

。
糸

島
の

振
興

に
は

行
政

が
か

ん
で

い
る

。
市

長
が

元
ア

ナ
ウ

ン
サ

ー
だ

が
，

瞬
発

力
あ

る
動

き
を

結
び

つ
け

る
感

覚
を

持
っ

て
い

る
。

・
W

e
b
の

使
い

方
が

う
ま

い
。

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
応

援
都

市
で

，
若

い
人

の
企

業
を

と
こ

と
ん

応
援

す
る

の
で

，
夢

が
あ

る
。

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
カ

フ
ェ

で
，

成
功

し
た

人
と

交
流

す
る

機
会

を
増

や
し

て
く

れ
る

。

・
福

岡
は

市
長

が
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
で

ビ
デ

オ
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
出

し
て

，
発

信
力

が
あ

る
。

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

映
像

だ
。

・
ま

ち
の

ト
ー

ン
，

カ
ラ

ー
と

市
長

が
つ

な
が

っ
て

い
る

。
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

い
る

の
で

は
な

い
か

。
・

Ｉ
Ｔ

企
業

の
ト

ッ
プ

は
本

を
よ

く
書

く
。

理
由

は
，

優
秀

な
社

員
，

仲
間

を
増

や
す

，
集

め
る

た
め

だ
と

い
う

。

他
都

市
福

岡
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第７回未来都市創造に関する特別委員会 開催概要 

 

１ 日 時 平成 26 年 12月８日（月） 10時 01分～15時 04分 

〔休憩 12時 01分～13時 04分〕  

 

２ 場 所 第２委員会室 

 

３ 出席者 吉田委員長，かわなみ副委員長，平木理事，沖久理事，梅田理事，森本理

事，川原田委員，岩田委員，堂下委員，浜崎委員，石丸委員，平野（昌）

委員，味口委員，上原委員，あわはら委員（欠席者なし） 

    齋藤統氏（参考人） 

 

４ 主な内容 

(1)参考人意見聴取 

○参考人について 

・私自身の日本での仕事のほとんどは，大学や企業から招待を受けた講習会で，海外

と今後どうしていくか，また学生に対して，若い人たちが今後どうしていくべきな

のか，ということについて講義をしている。 

・今年で在仏 41 年目になる。本当はフランスに長くいるつもりはなかったが，私と

同じぐらいの団塊の年代の人はかなり外国に残っている人が多く，パリにも数十人

いる。 

・私は，リヨンという絹の産地で有名な場所で，兵庫県では播州織の西脇市と関係が

強いところであるが，大学生としてフランス語等を学んでいた。その後，当時，日

本人がパリ以外で働くところがなかったため，パリに出た。妻はフランス人で，だ

からフランスに残っているというところでもある。 

・フランスはファッションの国ということで，1970年の後半に海外からデザイナー

たちがパリに集まる時期があった。それが 1980年代の黄金時代を迎えることにな

るが，その頃に日本から山本耀司というデザイナーがパリに出たいとの話があり，

私はパリでファッションとは別の世界にいたが，フランス人と直接仕事をするやり

方で，日本的ではない仕事のやり方をしていたところを気に入られ，山本氏からパ

リでの仕事を任せられた。1980年代から山本氏の仕事で，パリでファッションの

仕事を始めた。 

・山本氏の仕事が終わった後も，海外のデザイナーから日本への関係を取り持つよう

な仕事を頼まれることになり，だんだんとフランスを中心としたファッションの世

界に深く関係を持つことになり，パリ・コレクションを牛耳っているフランスのオ
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ートクチュール協会のボードメンバーになったこともある。 

・その後，最後は三宅一生氏のヨーロッパの社長を務め，今は独立してコンサルティ

ングの仕事をメインにしている。 

・三宅氏の仕事をしていた頃，神戸ファッションコンテストの審査委員長として神戸

市とのつながりを持つことができた。 

・神戸ファッションコンテストの仕事は平成 19 年に依頼があったが，当時，私はコ

ンテストはあまり意味がないと言ったが，担当の方が，神戸ファッションコンテス

トはただ優勝者を選ぶのではなく，優勝した人は入口に立つことだと話された。こ

れが神戸ファッションコンテストのユニークなところで，一緒に審査委員をやって

いる読売新聞社の宮智泉氏もなかなかユニークだと言っている。 

・コンテストで入賞した人は特典として，留学校奨学生として１年間の留学資格が得

られる。授業料が無料で，新たに勉強するためのチャンスを与えられるというのが

非常にユニーク。こういう制度は日本では他にない。そこが神戸に惹きつけられた

理由で，それがきっかけで平成 20年から審査委員長を務めさせていただいている。

今年で７回目を終えたことになる。 

・成果も少しずつ出てきており，コンテストで受賞された方が留学先で頑張って，向

こうで土台を築き始めている人がいる。彼らを今後どのように神戸ファッション協

会でうまく拾ってやっていけるか。 

・私は生まれも育ちも東京だが，神戸については，父が神戸製鋼所と仕事をしており，

小さい時からよく父に連れられて六甲山に遊びに来ていた。六甲山から神戸のまち，

夜景を見下ろしていたことをよく覚えている。 

・神戸のまちの特徴は，外国人旧居留地があったり歴史によるところもあるが，まち

の雰囲気が，あまり日本，日本としていないところがあり，ヨーロッパに住んでい

る人にもあまり抵抗がないまちだと思う。 

 

○神戸ファッションコンテストと海外ファッションビジネスサポートセミナーについ  

 て 

・神戸ファッションコンテストは，１次審査と最終審査があり，１次審査で候補者を

20 名に絞り，最終審査で３体のサンプルをつくってもらう。そのサンプルを本人

にインタビューしながら，審査委員が１点１点サンプルを見ていく。その後，採点

を行い，一般公開で，プロのモデルが着てランウェイショーを行う。 

・入賞者の留学先については，留学先の先生と審査委員で決めるのだが，入賞者の取

り合いになり，なかなか決まらず白熱することもある。 
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・平成 20 年のコンテストでは，パリで１次審査を行った。海外に発信するので，海

外の人が見てどう思うかが大事ではないかということで始めたが，書類の郵送など，

結構大変な作業になるため，１度で諦めてしまった。 

・平成 20 年のコンテストで入賞した人が，今年のイエール国際フェスティバルで優

勝した。神戸ファッション協会の人とも話をしたが，そういうことを発信していか

ないと誰も知らない。「神戸ファッションコンテストって何？」みたいな話が出てく

るのはおかしいのではないかと思う。協会の方も過去の受賞者も洗い直して，どん

どん発信していこうと話をした。 

・平成 23 年と 24 年には，ファッションコンテストだけでなく，海外ファッション

ビジネスサポートセミナーを開催した。ビジネスとは何なのか，今後どういうふう

にして海外へ出ていくのかなどの内容のセミナーをし，その後，アトリエと言って，

セミナーの講師に服を見ていただいて，デザイナーが海外へ行くならどういうこと

を注意しなければならないか，自分の服はどういうふうに海外で評価されるだろう

かなどアドバイスをいただく。外国でものを売ったり，ものを発表している人たち

の意見をデザイナーが直接聞ける場を神戸につくっていきたいと思って始めた。特

にテーマを変えてやっていきたいと考えたこともあったが，残念ながら２回で終わ

ってしまった。 

・海外にいるおもしろさというのがあるが，逆に日本の常識でものを考え，はかって

しまうと，海外では通じなくなってくることもあったりする。 

・ビジネスで日本から海外に持って行くと輸送費や関税がかかり，上代は日本の２倍

になる。そうすると，海外でものをつくって生産していく拠点をどうすればいいの

かなどを考えないといけない。 

・例えば，メイド・イン・ジャパンという意味合いについて，ものが日本製であるこ

とが大事なのか，日本のアイデアが入っているものをメイド・イン・ジャパンとし

ていくのか，考え方がいろいろできると思う。それが今，海外のフランスやイタリ

アでは少しずつ動きが出てきている。例えば洋服でディオール，シャネル，ルイ・

ヴィトン，ジバンシィなど有名なブランドの生地はほとんど日本から来ている。そ

れでもメイド・イン・フランスである。世界中にいいものを集めて，ブランドの下

において，それを発表することによってそれはメイド・イン・フランスになってい

くという部分がある。 

・ブランド力を持っているものが発信すると，それだけで信用もつくし，そこに付加

価値が生まれてくる。例えば，エルメスという名で発信すると，２倍以上で売って

も周りは納得する。 
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○発信するということについて 

・これからは発信をしていかなければいけないが，日本は発信が下手。受けるのはう

まい。発信していくことがまち全体を動かしていくことになる。 

・神戸市は 41 年前にファッション都市を宣言したということだが，当時のファッシ

ョンは服を着るなどの限られた意味であったと思うが，現在は，空間ファッション

やライティングファッションなど生活自体がファッションと言われるようになって

きている。 

・今，日本はレディーガガ現象というのが起きている。彼女に着てもらったことがデ

ザイナーにとって非常にいいきっかけになるということで，昨日のコンテストの審

査会でも圧倒的にコスチューム，いわゆる１点もの，誰もが着れるものでない服を

つくってくる傾向が強い。そういった舞台衣装や映画衣装などのコスチュームデザ

インというのは，ものすごく狭き門でそれを狙っている人は世界中におり，なかな

か入っていけない世界になっている。 

・日本人はコミュニケーションをしていく力が非常に弱い。コミュニケーションが下

手でファッションといえるのかというほど，現在のファッションは空間を取り巻く

毎日の生活のいろんなところに入っている。極端に言うと，例えば海外では神戸ビ

ーフがファッションである。神戸ビーフを食べに行くのがファッション。そういう

こともファッションと呼べる時代になってきている。 

・商品を動かすだけでなくて，ノウハウなどのソフトを発信していくということが今

後重要になってくるのではないか。 

・発信していくと，発信軸の幹が太くなってくる。それに人が集まってくる。人が集

まれば金も集まる。経済的にも文化的にも潤ってくる。文化的というのは，例えば

スパゲティやピザは日本的な物を乗せて形を変えても，スパゲティやピザであるこ

とには変わらない。ピザの本場ナポリではマルゲリータしか食べないが，サティフ

ィケート（証明書）が店に飾られていて，それだけでおいしいとなる。 

・日本は東京から発信しようという傾向が強い。集まりすぎて怖いと感じる。神戸で

できることはないのだろうか。 

 

○フランスの事例について 

①カンヌ国際映画祭 

・世界的に有名な映画祭はパリではなく，カンヌで行われるカンヌ国際映画祭である。 

・毎年５月に世界中から人が集まってくる，1946年（昭和 21年）に始まった映画    
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 祭で，関わった文化人の１人になぜカンヌなのか訊くと「全部パリに集まったら面

白くないだろう。パリは放っておいても人は集まるから，カンヌでやりたかった。」

ということだった。東京の人は，東京に集まったら面白くないとは言わないのでは

ないか。 

・カンヌは神戸と似ていて，海と山がある。海水浴ができ，スキーができ，レストラ

ンがあり，いろんな楽しいものがある。 

・そこで，一番大事に行われているのはビジネスである。世界三大マーケットが同時

に開催されているのが大事なのである。ビジネスチャンスにつなげていくのが重要

である。そうなるまでには時間はかかる。 

②アルル国際写真フェスティバル 

・世界的に有名な国際写真展はパリではなく，アルルで行われるアルル国際写真フェ

スティバルである。 

・ここで，世界中の写真家が作品を発表し，写真のビジネスが興る。 

・1970年（昭和 45 年）に小さく始めたものが，プロヴァンス地方のまちの魅力と

相まって，幹が太くなって一大イベントに発展していった。まち全体が展示場所に

なっている。ここに来れば，写真家の卵がプロの目に触れてもらえるのである。 

③アングレーム国際漫画祭 

・世界的に有名な国際漫画祭はパリではなく，アングレームで行われるアングレーム

国際漫画祭である。 

・1974年（昭和 49 年）に始まり，フランスでもっとも古く，漫画におけるカンヌ

とも言われている。 

④イエール国際フェスティバル 

・世界的に有名な若手ファッションデザイナーの登竜門となるフェスティバルもパリ

ではなく，イエールで行われるイエール国際フェスティバルである。ファッション

と写真の祭典である。写真はプロを対象にしている。 

・学生中心で小さく始めたものが，市も手を貸すようになり，大きくなっていった。

10 年前からはパリのオートクチュール協会もバックアップに入り，洋服を見るだ

けでなく，討論会や，著名人を招待しての講演会などもするようになっている。 

・神戸ファッションコンテストの入賞者が最年少入賞したり，今年は日本人で初めて

優勝を果たした。 

 

○まとめ 

・これらのイベントは，最初は小さいものから始まって，国際的な大イベントとなっ
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た。洋服などを見るだけでなく，インテレクチュアルなものになっている。 

・神戸の名も海外で通っているが，ビーフだけでなく，他にもあることを海外の人と

話題になるように発信すればいいのではないか。 

・神戸ファッション協会がファッションコンテストについて言っているように，「世界

を舞台に活躍するデザイナーを目指す方々にとって，この神戸ファッションコンテ

ストが世界への第一歩となるように，「ファッション都市・神戸」は，日本そして世

界のファッション業界の次代を担う若手クリエーターを応援します」ということが，

もっと必要だと考える。 

・私は審査委員長として，「君達の才能のチャレンジは，世界が相手だ」と言っている

が，世界をいつも意識したチャレンジは個人だけでなく，まちとしても大事なこと

ではないだろうか。 

 

(2)質疑応答及び討議のまとめ 

別紙「討議のまとめ」のとおり 
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

ま
ち

の
発

信

・
神

戸
の

ま
ち

が
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
な

ど
の

人
材

を
育

て
る

土
壌

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
知

ら
せ

て
い

か
な

い
と

。
そ

れ
を

国
内

外
へ

発
信

す
る

の
に

は
マ

ス
コ

ミ
等

の
協

力
を

得
な

い
と

い
け

な
い

の
で

は
な

い
か

。

・
お

金
の

か
か

っ
て

し
ま

う
こ

と
で

は
あ

る
が

，
最

初
は

マ
ス

コ
ミ

や
業

界
関

係
者

等
を

招
待

し
て

広
め

て
い

く
し

か
な

い
。

ま
た

，
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ブ

ロ
ガ

ー
の

活
用

も
，

速
い

の
で

広
報

効
果

が
非

常
に

高
い

。

都
市

宣
言

・
神

戸
は

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

都
市

を
宣

言
し

，
ポ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
に

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

タ
ウ

ン
を

つ
く

っ
た

。
お

菓
子

や
真

珠
も

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

と
し

て
，

関
連

の
企

業
を

集
積

し
て

神
戸

の
戦

略
と

し
て

き
た

。
当

時
と

し
て

は
，

斬
新

で
あ

っ
た

が
今

で
は

廃
れ

て
き

て
い

る
。

・
一

方
で

，
市

は
デ

ザ
イ

ン
都

市
を

打
ち

出
し

て
い

る
。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

都
市

と
デ

ザ
イ

ン
都

市
に

ど
う

脈
絡

が
あ

る
の

か
見

え
て

こ
な

い
。

市
は

こ
の

２
つ

を
両

立
し

て
や

っ
て

い
く

の
か

，
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
都

市
は

デ
ザ

イ
ン

都
市

に
包

括
さ

れ
て

い
く

も
の

な
の

か
整

理
し

て
い

く
時

期
に

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

・
市

と
し

て
き

ち
ん

と
考

え
方

を
統

一
し

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

部
分

で
あ

る
。

ど
ち

ら
が

上
か

で
は

な
い

が
，

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ナ

ー
と

言
わ

れ
る

よ
う

に
，

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

は
デ

ザ
イ

ン
の

中
に

入
る

の
で

あ
ろ

う
。

中
央

と
地

方

・
フ

ラ
ン

ス
は

日
本

以
上

に
官

僚
主

義
で

中
央

集
権

的
で

あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
，

カ
ン

ヌ
映

画
祭

な
ど

地
方

か
ら

の
発

信
に

成
功

し
て

い
る

の
は

な
ぜ

だ
ろ

う
か

。

・
フ

ラ
ン

ス
人

の
性

格
，

国
民

性
に

よ
る

と
こ

ろ
で

あ
り

，
ど

こ
か

に
力

が
集

中
す

る
と

そ
れ

を
喜

び
な

が
ら

必
ず

嫌
が

る
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
る

。
文

化
発

信
に

つ
い

て
，

パ
リ

だ
と

お
も

し
ろ

く
な

い
と

政
治

家
か

誰
か

が
地

方
に

引
っ

張
っ

て
い

っ
た

も
の

も
あ

る
。

ま
た

，
ア

ル
ル

や
イ

エ
ー

ル
の

よ
う

に
，

自
然

発
生

的
に

何
と

な
く

集
ま

っ
て

い
た

の
が

行
政

も
絡

み
，

だ
ん

だ
ん

と
大

き
く

な
っ

て
い

っ
た

も
の

も
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス

は
移

民
の

国
で

，
パ

リ
も

寄
せ

集
め

の
と

こ
ろ

が
あ

り
，

フ
ラ

ン
ス

と
い

う
１

つ
の

ま
と

ま
り

に
対

す
る

愛
着

が
あ

り
，

地
方

に
対

す
る

抵
抗

が
な

い
。

・
カ

ン
ヌ

や
イ

エ
ー

ル
で

も
映

画
や

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

だ
け

で
は

な
い

，
プ

ラ
ス

ア
ル

フ
ァ

の
楽

し
み

が
あ

る
か

ら
行

く
。

神
戸

に
も

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
・

フ
ラ

ン
ス

は
文

化
省

が
あ

り
，

全
国

を
カ

バ
ー

し
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

地
方

の
文

化
を

大
事

に
す

る
。

行
政

の
扱

い
方

が
日

本
と

違
う

よ
う

で
あ

る
。

未
来

都
市

創
造

に
関

す
る

特
別

委
員

会
　

討
議

の
ま

と
め

平
成

2
6

年
1

2
月

8
日

ま
ち

づ
く

り
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

ま
ち

の
特

性

・
神

戸
の

特
性

と
し

て
，

母
と

娘
で

一
緒

に
買

い
物

に
出

る
こ

と
が

多
い

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
で

世
代

が
つ

な
が

っ
て

い
る

。
こ

れ
は

他
の

都
市

で
は

あ
ま

り
な

い
特

徴
だ

。

人
材

育
成

・
市

内
で

人
材

を
育

成
す

る
教

育
機

関
が

い
る

の
で

は
な

い
か

。
現

在
，

市
内

に
全

く
な

い
わ

け
で

は
な

い
が

，
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
の

サ
ポ

ー
ト

を
ど

う
し

て
い

け
ば

よ
い

だ
ろ

う
か

。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

タ
ウ

ン

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
タ

ウ
ン

に
か

つ
て

の
勢

い
が

な
い

。
盛

り
返

す
上

で
，

企
業

や
デ

ザ
イ

ナ
ー

が
仕

事
を

す
る

立
地

条
件

を
ど

の
よ

う
な

整
備

を
し

て
い

け
ば

よ
い

だ
ろ

う
か

。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
タ

ウ
ン

と
い

う
形

は
神

戸
市

だ
け

で
は

な
く

い
ろ

ん
な

所
で

は
や

っ
た

時
代

が
あ

っ
た

が
，

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

と
い

う
こ

と
だ

け
で

成
立

し
て

い
た

時
代

は
終

わ
っ

て
い

る
。

今
は

イ
オ

ン
な

ど
が

モ
ー

ル
方

式
で

店
子

と
し

て
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
メ

ー
カ

ー
を

入
れ

て
や

っ
て

い
る

の
が

う
ま

く
い

き
始

め
て

い
る

。
食

な
ど

を
入

れ
た

総
合

的
な

，
雨

の
日

で
も

１
日

中
楽

し
め

る
よ

う
な

施
設

に
し

な
い

と
，

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

だ
け

で
は

吸
収

力
が

な
い

の
で

は
な

い
か

。

ま
ち

づ
く

り
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
や

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

，
デ

ザ
イ

ナ
ー

，
メ

ー
カ

ー
，

バ
イ

ヤ
ー

，
工

場
な

ど
，

各
々

は
ど

こ
で

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

を
つ

か
ん

で
い

る
の

だ
ろ

う
か

。

・
デ

ザ
イ

ナ
ー

は
感

性
が

主
体

で
あ

り
，

自
分

が
求

め
る

表
現

に
合

っ
た

材
料

を
集

め
て

製
作

し
て

い
る

。
メ

ー
カ

ー
は

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

主
体

で
あ

り
，

購
買

者
が

求
め

て
い

る
も

の
を

製
作

す
る

場
合

と
，

先
に

あ
る

程
度

値
段

を
決

め
て

製
作

し
て

い
く

方
法

が
あ

る
。

素
材

を
つ

く
る

人
は

い
わ

ゆ
る

職
人

さ
ん

。

・
長

田
の

ケ
ミ

カ
ル

業
界

で
は

，
「

神
戸

シ
ュ

ー
ズ

」
と

し
て

地
場

産
業

で
い

い
品

で
あ

る
と

い
う

と
こ

ろ
を

売
り

に
し

て
い

る
が

，
シ

ュ
ー

ズ
を

含
め

た
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
は

ど
の

よ
う

に
し

て
い

け
ば

神
戸

の
名

が
知

ら
れ

，
物

が
売

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
く

の
だ

ろ
う

か
。

・
い

い
物

で
あ

り
，

か
つ

値
段

が
リ

ー
ズ

ナ
ブ

ル
で

あ
れ

ば
，

マ
ー

ケ
ッ

ト
は

成
立

す
る

。
・

物
を

売
る

と
い

う
商

売
も

重
要

で
あ

る
が

，
ソ

フ
ト

と
し

て
，

神
戸

の
も

の
だ

け
で

な
く

ど
こ

か
ら

の
物

で
も

，
神

戸
で

集
約

し
，

神
戸

か
ら

発
信

す
る

と
い

う
こ

と
が

大
事

。
イ

エ
ー

ル
な

ど
も

そ
の

一
例

で
あ

る
。

・
神

戸
か

ら
発

信
す

る
の

に
市

だ
け

が
お

金
を

出
す

の
は

大
変

な
こ

と
に

な
る

の
で

，
ス

ポ
ン

サ
ー

リ
ン

グ
を

ど
う

し
て

い
け

る
の

か
と

い
う

の
も

考
え

な
い

と
い

け
な

い
。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
は

歴
史

が
あ

っ
て

，
岡

本
が

流
行

の
発

信
源

で
あ

っ
た

よ
う

に
，

神
戸

の
ま

ち
行

く
人

達
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

レ
ベ

ル
が

高
い

の
が

，
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
都

市
神

戸
に

つ
な

が
っ

て
い

た
。

ま
た

，
お

菓
子

に
つ

い
て

も
セ

ン
ス

が
磨

か
れ

て
い

る
。

市
も

入
っ

て
，

そ
れ

ら
を

も
っ

と
究

め
て

い
け

ば
戦

略
に

な
っ

て
国

際
的

に
も

発
信

で
き

る
も

の
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

神
戸

ビ
ー

フ

・
神

戸
ビ

ー
フ

は
あ

ま
り

輸
出

が
で

き
て

い
な

い
。

フ
ラ

ン
ス

で
神

戸
ビ

ー
フ

と
し

て
出

て
い

る
の

は
，

和
牛

を
勘

違
い

し
て

神
戸

ビ
ー

フ
と

解
釈

し
て

い
る

も
の

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

・
神

戸
牛

は
完

全
に

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
さ

れ
て

い
る

の
で

，
神

戸
牛

と
い

え
ば

そ
れ

だ
け

で
素

晴
ら

し
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

。
そ

う
い

っ
た

こ
と

は
，

あ
ら

ゆ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

と
思

う
。

神
戸

と
い

う
名

前
は

海
外

で
思

っ
て

い
る

以
上

に
通

っ
て

い
る

。
神

戸
に

は
ビ

ー
フ

し
か

な
い

と
思

わ
れ

る
の

は
く

や
し

い
が

，
神

戸
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
１

つ
と

し
て

神
戸

ビ
ー

フ
が

あ
る

と
い

う
こ

と
は

別
に

否
定

す
る

必
要

は
な

い
。

造
船

と
ロ

ボ
ッ

ト

・
フ

ラ
ン

ス
で

造
船

業
が

非
常

に
栄

え
て

い
た

が
，

斜
陽

に
な

り
，

ロ
ボ

ッ
ト

を
ま

ち
お

こ
し

に
使

っ
て

い
る

ま
ち

が
あ

る
と

聞
く

。
ど

う
い

う
形

で
や

っ
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

・
シ

ェ
ル

ブ
ー

ル
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

ど
う

い
う

形
か

は
調

べ
て

み
た

い
。

産
業

・
観

光

神
戸

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
神

戸
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

が
認

知
さ

れ
て

い
な

い
。

コ
ン

テ
ス

ト
で

優
勝

し
海

外
へ

輩
出

し
た

松
重

健
太

さ
ん

が
イ

エ
ー

ル
国

際
モ

ー
ド

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2

0
1

4
で

優
勝

し
た

こ
と

も
非

常
に

名
誉

あ
る

こ
と

だ
が

，
知

ら
れ

て
い

な
い

。
も

っ
と

神
戸

と
し

て
ア

ピ
ー

ル
す

べ
き

だ
が

，
発

信
の

仕
方

に
つ

い
て

良
い

案
は

な
い

も
の

だ
ろ

う
か

。

・
周

知
に

は
時

間
が

か
か

る
と

い
う

こ
と

は
事

実
で

あ
る

。
１

つ
の

方
法

と
し

て
，

海
外

で
旗

を
挙

げ
て

戻
し

て
く

る
方

法
，

逆
輸

入
方

式
で

広
報

し
て

い
く

方
法

が
日

本
で

は
時

間
的

に
速

い
よ

う
に

感
じ

る
。

例
え

ば
，

神
戸

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

美
術

館
は

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

と
し

て
価

値
が

あ
る

も
の

が
非

常
に

多
く

あ
る

が
，

あ
ま

り
認

知
さ

れ
て

い
な

い
。

そ
れ

を
海

外
へ

ダ
イ

レ
ク

ト
で

発
信

し
，

海
外

か
ら

国
内

へ
伝

わ
っ

て
い

く
よ

う
に

す
る

方
が

効
果

的
で

は
な

い
か

。

・
4

1
年

も
し

て
い

て
，

こ
れ

ほ
ど

認
知

度
が

低
い

の
は

問
題

が
あ

る
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
・

私
が

参
加

し
た

の
は

平
成

2
0

年
か

ら
だ

が
，

審
査

員
も

一
新

し
た

。
・

ア
ー

カ
イ

ブ
，

昔
の

資
料

が
残

っ
て

い
な

か
っ

た
が

，
揃

え
始

め
て

い
る

と
聞

く
。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
美

術
館

と
コ

ン
テ

ス
ト

と
い

う
の

は
大

き
な

軸
で

あ
り

，
復

活
す

る
材

料
は

あ
る

。

・
神

戸
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

で
賞

を
取

り
，

留
学

し
た

人
た

ち
，

ブ
ラ

ン
ド

を
立

ち
上

げ
た

り
，

ブ
ラ

ン
ド

で
働

い
た

り
し

て
い

る
人

た
ち

で
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
そ

う
い

っ
た

人
に

里
帰

り
し

て
も

ら
い

，
バ

イ
ヤ

ー
も

集
ま

っ
て

も
ら

っ
て

商
談

会
な

ど
で

き
れ

ば
よ

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

・
神

戸
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
協

会
で

過
去

の
人

の
掘

り
下

げ
等

を
や

っ
て

い
く

と
い

う
話

を
聞

い
て

い
る

。

海
外

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ポ

ー
ト

セ
ミ

ナ
ー

・
神

戸
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
美

術
館

で
行

わ
れ

て
い

た
海

外
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ビ

ジ
ネ

ス
サ

ポ
ー

ト
セ

ミ
ナ

ー
が

２
回

で
終

わ
っ

て
し

ま
っ

た
と

の
こ

と
だ

が
，

実
は

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

美
術

館
を

発
信

源
に

す
る

よ
う

な
と

こ
ろ

で
も

，
課

題
が

あ
っ

て
止

ま
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
い

く
つ

か
あ

る
。

セ
ミ

ナ
ー

が
途

中
で

終
わ

っ
て

し
ま

っ
た

の
は

，
神

戸
の

抱
え

る
課

題
が

あ
っ

た
と

い
う

こ
と

だ
ろ

う
か

。

・
財

政
的

な
問

題
も

あ
っ

た
か

も
し

れ
な

い
し

，
準

備
も

大
変

だ
っ

た
で

あ
ろ

う
。

・
セ

ミ
ナ

ー
が

す
ご

い
と

思
わ

れ
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

は
そ

れ
な

り
の

回
数

を
重

ね
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

し
，

発
信

の
仕

方
も

あ
る

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
に

関
し

て
言

え
ば

，
海

外
の

有
名

な
人

を
呼

ぶ
，

権
威

づ
け

を
す

る
と

い
う

の
は

非
常

に
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

・
会

場
の

六
甲

ア
イ

ラ
ン

ド
が

遠
い

と
言

う
人

も
多

い
。

コ
ア

な
も

の
を

し
て

も
，

見
せ

る
こ

と
が

大
事

。

神
戸

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

コ
ン

テ
ス

ト

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
神

戸
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
な

ど
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
は

一
般

の
若

い
女

性
を

除
い

た
市

民
に

は
馴

染
み

が
な

い
。

何
か

市
民

に
直

接
・

間
接

に
，

知
的

な
も

の
な

ど
で

還
元

さ
れ

る
よ

う
な

取
組

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

・
例

え
ば

大
丸

な
ど

と
組

ん
で

一
般

の
人

が
参

加
で

き
る

よ
う

な
イ

ベ
ン

ト
な

ど
を

や
る

な
ど

可
能

だ
ろ

う
。

旧
居

留
地

は
い

い
。

・
名

古
屋

の
椙

山
女

学
園

大
学

が
市

民
相

手
の

「
み

ん
な

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

」
を

や
っ

て
い

る
が

，
神

戸
な

ど
で

も
で

き
な

い
か

と
考

え
て

い
る

。
・

オ
ー

プ
ン

に
し

て
，

市
民

の
方

に
い

ろ
ん

な
形

で
目

に
触

れ
る

よ
う

に
し

な
い

と
い

け
な

い
。

や
り

口
は

い
ろ

い
ろ

あ
る

。
必

要
な

こ
と

は
憧

れ
。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

一
般

の
，

地
域

へ
お

ろ
せ

る
お

も
し

ろ
い

企
画

が
あ

れ
ば

あ
り

が
た

い
。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
は

ま
だ

ま
だ

限
ら

れ
た

世
界

の
中

で
や

っ
て

い
る

感
は

あ
り

，
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

業
界

で
も

そ
れ

を
良

し
と

し
て

い
る

人
た

ち
も

い
る

。
少

し
変

え
て

い
か

な
い

と
い

け
な

い
。

・
神

戸
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

業
界

の
日

本
に

お
け

る
実

力
は

ど
の

程
度

な
の

だ
ろ

う
か

。
ま

た
，

パ
リ

か
ら

見
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
。

・
十

数
年

前
は

日
本

を
リ

ー
ド

し
て

い
く

ぐ
ら

い
の

勢
い

が
あ

っ
た

。
今

は
，

東
京

に
持

っ
て

行
か

れ
て

，
そ

こ
ま

で
は

な
く

な
っ

て
い

る
。

国
際

レ
ベ

ル
で

は
ほ

ぼ
ゼ

ロ
に

限
り

な
く

近
い

。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
で

今
後

伸
び

そ
う

な
国

は
あ

る
の

だ
ろ

う
か

。
・

こ
れ

か
ら

伸
び

て
い

こ
う

と
し

て
い

る
の

は
韓

国
，

中
国

。
韓

国
は

，
経

済
状

態
が

悪
く

な
っ

た
た

め
か

今
は

少
し

低
迷

し
て

い
る

が
，

す
で

に
日

本
を

抜
い

て
い

る
。

中
国

は
現

在
，

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

に
す

ご
く

力
を

入
れ

て
き

て
い

る
。

上
海

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
協

会
か

ら
パ

リ
の

オ
ー

ト
ク

チ
ュ

ー
ル

協
会

に
人

を
送

り
込

ん
で

き
て

い
る

。
中

国
で

は
モ

デ
ル

に
な

る
よ

う
な

人
も

い
る

し
，

素
材

を
つ

く
る

の
も

す
ご

い
。

素
材

展
を

や
る

と
約

半
数

が
中

国
の

メ
ー

カ
ー

で
，

日
本

は
せ

い
ぜ

い
3

0
程

度
。

た
だ

，
デ

ザ
イ

ン
力

は
ま

だ
発

展
途

上
に

あ
り

，
そ

の
力

を
つ

け
さ

せ
る

た
め

か
，

フ
ラ

ン
ス

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
系

大
学

の
留

学
生

の
半

数
が

中
国

人
に

な
っ

て
い

る
ほ

ど
で

あ
る

。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
と

市
民

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
実

力
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
途

上
国

の
富

裕
層

が
神

戸
の

先
端

医
療

に
期

待
し

て
来

神
さ

れ
る

。
そ

の
時

は
家

族
で

来
る

の
で

，
そ

の
奥

様
方

に
神

戸
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

発
信

が
で

き
れ

ば
い

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

・
Ｋ

Ｉ
Ｆ

Ｍ
Ｅ

Ｃ
の

院
長

は
ワ

ー
ル

ド
に

依
頼

し
，

白
衣

の
生

地
を

播
州

織
で

つ
く

っ
て

も
ら

い
お

し
ゃ

れ
で

あ
る

。
神

戸
は

医
療

産
業

都
市

で
も

あ
る

し
，

例
え

ば
機

能
的

で
お

し
ゃ

れ
な

白
衣

の
コ

ン
テ

ス
ト

な
ど

を
や

っ
て

発
信

し
て

い
く

こ
と

も
可

能
で

は
な

い
か

。

・
例

え
ば

，
ホ

テ
ル

の
給

仕
と

か
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
の

関
係

は
お

も
し

ろ
い

分
野

な
の

で
，

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

や
れ

る
だ

ろ
う

。

・
兵

庫
区

で
は

，
公

会
堂

で
モ

ダ
ン

シ
ニ

ア
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

を
や

っ
て

お
り

，
7

0
歳

・
8

0
歳

の
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

着
飾

っ
て

ス
テ

ー
ジ

を
歩

く
。

芸
工

大
も

協
力

し
て

い
る

。
他

都
市

か
ら

も
見

学
に

来
ら

れ
る

が
，

真
似

し
て

や
ろ

う
と

す
る

と
こ

ろ
が

出
て

こ
な

い
。

す
ご

く
お

も
し

ろ
い

企
画

だ
が

，
プ

ロ
の

世
界

で
は

あ
り

う
る

も
の

だ
ろ

う
か

。
こ

れ
を

産
業

と
し

て
成

り
立

た
せ

る
こ

と
は

で
き

る
だ

ろ
う

か
。

・
あ

っ
て

い
い

。
パ

リ
コ

レ
の

目
的

も
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

大
き

な
傾

向
を

見
せ

る
も

の
。

日
本

で
は

ど
ん

ど
ん

発
展

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
着

飾
る

と
い

う
の

は
い

く
つ

に
な

っ
て

も
楽

し
い

は
ず

だ
し

，
年

相
応

の
着

飾
り

方
が

あ
る

。
何

と
か

し
て

広
め

ら
れ

な
い

か
。

た
だ

，
産

業
と

し
て

興
す

の
は

難
し

い
か

も
し

れ
な

い
。

洋
服

メ
ー

カ
ー

を
ス

ポ
ン

サ
ー

に
す

る
ぐ

ら
い

な
ら

可
能

で
は

な
い

か
。

・
さ

ん
ち

か
を

歩
い

て
い

て
も

お
年

寄
り

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
，

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
が

か
っ

こ
よ

く
な

っ
た

と
感

じ
る

。
デ

ザ
イ

ン
の

い
い

杖
や

ル
ー

プ
タ

イ
が

並
ん

で
い

る
。

機
能

性
も

考
え

ら
れ

る
。

高
齢

者
向

け
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

需
要

は
昔

に
比

べ
て

増
え

て
い

る
と

思
う

が
，

お
年

寄
り

向
け

の
販

売
コ

ー
ナ

ー
や

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

雑
誌

な
ど

は
あ

ま
り

見
か

け
な

い
。

関
心

は
あ

る
の

だ
ろ

う
が

，
発

信
が

少
な

い
。

・
老

人
向

け
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

が
な

い
と

い
う

の
は

，
メ

ー
カ

ー
の

人
に

聞
い

た
話

で
は

，
女

性
は

い
つ

ま
で

も
若

い
気

で
い

る
の

で
，

も
の

を
売

る
場

合
に

熟
年

や
老

人
と

は
絶

対
に

書
け

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

・
シ

ニ
ア

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

，
あ

る
種

の
独

創
性

が
出

て
く

れ
ば

ビ
ジ

ネ
ス

チ
ャ

ン
ス

と
い

う
の

は
後

か
ら

つ
い

て
く

る
も

の
だ

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

に
出

る
こ

と
が

お
年

寄
り

の
楽

し
み

に
つ

な
が

る
こ

と
も

あ
る

。

神
戸

医
療

産
業

都
市

と
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ニ

ア
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
ビ

ジ
ネ

ス
で

も
う

け
る

た
め

に
や

る
の

で
は

な
く

，
皆

が
楽

し
む

た
め

に
や

る
こ

と
に

よ
っ

て
い

い
も

の
が

で
き

，
そ

れ
を

や
っ

て
い

く
う

ち
に

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
が

生
ま

れ
て

く
る

も
の

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

・
病

院
内

で
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
な

ど
，

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

が
お

年
寄

り
を

元
気

に
す

る
と

い
う

こ
と

に
気

が
付

い
て

い
る

デ
ザ

イ
ナ

ー
も

以
前

か
ら

い
た

の
だ

ろ
う

。

・
床

屋
が

病
院

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

行
っ

て
，

髪
を

切
っ

て
あ

げ
る

と
男

女
問

わ
ず

元
気

に
な

る
と

聞
く

。
お

し
ゃ

れ
を

楽
し

む
こ

と
は

重
要

だ
と

い
う

の
は

よ
く

聞
く

。
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
と

い
う

形
で

は
な

く
，

別
の

形
で

発
展

し
て

い
く

の
で

は
な

い
か

。
フ

ラ
ン

ス
で

も
医

療
の

中
で

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
取

り
入

れ
る

よ
う

な
重

要
性

を
聞

く
。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ニ

ア
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン

71



①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
中

国
は

マ
ナ

ー
が

で
き

て
い

な
い

。
中

国
の

富
裕

層
は

マ
ナ

ー
を

教
え

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

い
る

。
そ

こ
で

，
神

戸
で

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

，
マ

ナ
ー

，
神

戸
ビ

ー
フ

な
ど

ま
と

め
れ

ば
い

ろ
ん

な
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

し
か

し
，

そ
れ

を
や

る
人

が
い

な
い

。

・
4

0
年

近
く

前
の

パ
リ

で
は

，
日

本
人

の
マ

ナ
ー

が
悪

か
っ

た
。

・
総

合
的

に
で

き
る

素
材

は
神

戸
に

は
あ

る
。

私
が

や
っ

て
み

た
い

。

・
神

戸
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

は
中

国
で

は
ま

だ
ま

だ
通

用
す

る
の

で
は

な
い

か
。

発
信

は
高

い
と

こ
ろ

か
ら

低
い

と
こ

ろ
へ

流
れ

て
い

く
の

で
，

中
国

を
含

め
た

途
上

国
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

発
信

い
く

べ
き

で
は

な
い

か
。

・
あ

る
意

味
正

し
い

が
，

中
国

で
も

注
目

し
て

い
る

の
は

や
は

り
パ

リ
で

あ
る

。
少

な
く

と
も

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
，

パ
リ

と
つ

な
が

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

外
せ

な
い

。
日

本
も

パ
リ

と
つ

な
が

っ
て

い
な

い
か

ら
，

神
戸

か
ら

つ
な

が
っ

て
い

く
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
向

こ
う

の
情

報
を

取
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。

・
有

馬
温

泉
の

観
光

協
会

の
方

々
が

海
外

の
人

を
対

象
に

様
々

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
さ

れ
て

い
る

が
，

パ
リ

の
方

か
ら

見
て

日
本

の
温

泉
文

化
は

ど
の

よ
う

に
感

じ
と

ら
れ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

。

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
人

に
と

っ
て

，
温

泉
は

日
本

で
い

う
湯

治
，

つ
ま

り
病

気
の

方
が

治
療

す
る

た
め

の
も

の
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

ま
た

，
広

い
お

風
呂

に
皆

で
裸

で
入

る
と

い
う

文
化

は
受

け
入

れ
ら

れ
に

く
い

感
じ

が
す

る
。

中
に

は
温

泉
が

好
き

な
人

も
い

る
が

，
非

常
に

少
な

い
。

・
フ

ラ
ン

ス
で

は
温

泉
で

裸
に

な
る

こ
と

に
抵

抗
が

あ
る

と
の

こ
と

だ
が

，
ド

イ
ツ

で
は

サ
ウ

ナ
は

裸
で

男
女

一
緒

に
入

っ
て

い
た

。
そ

れ
に

関
す

る
抵

抗
は

風
呂

と
は

ま
た

別
の

も
の

な
の

だ
ろ

う
か

。

・
フ

ラ
ン

ス
人

は
サ

ウ
ナ

も
得

意
じ

ゃ
な

い
と

思
う

。
ス

カ
ン

ジ
ナ

ビ
ア

の
方

は
大

丈
夫

。
国

に
よ

る
と

思
う

。
・

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

は
男

女
別

々
に

入
っ

て
い

た
。

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

に
お

け
る

日
本

文
化

，
日

本
の

伝
統

文
化

の
関

心
は

高
ま

っ
て

き
て

い
る

だ
ろ

う
か

。
・

日
本

に
対

し
て

の
興

味
が

膨
ら

ん
で

き
て

い
る

こ
と

は
事

実
で

あ
る

。
フ

ラ
ン

ス
人

は
京

都
が

好
き

な
人

が
多

い
。

日
本

に
は

変
わ

っ
た

も
の

が
あ

る
の

で
，

関
心

を
寄

せ
て

い
る

と
い

う
感

が
あ

る
。

フ
ラ

ン
ス

人
に

と
っ

て
日

本
と

い
う

国
は

，
ラ

ー
メ

ン
，

お
寿

司
，

ジ
ブ

リ
な

ど
限

ら
れ

た
も

の
に

な
っ

て
く

る
が

，
日

本
の

難
し

い
部

分
で

は
な

く
，

分
か

り
や

す
い

と
こ

ろ
か

ら
で

も
日

本
の

こ
と

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

と
い

う
こ

と
は

大
事

な
こ

と
で

あ
る

。

・
イ

ン
ド

で
は

韓
国

の
映

画
を

き
っ

か
け

に
，

韓
国

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
が

流
行

っ
て

い
た

。
見

な
け

れ
ば

，
よ

い
と

思
わ

な
い

の
で

，
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

展
開

す
る

に
は

映
画

な
ど

の
ビ

ジ
ュ

ア
ル

か
ら

発
信

す
べ

き
で

は
な

い
か

。
例

え
ば

，
フ

ラ
ン

ス
で

は
日

本
の

映
画

や
ド

ラ
マ

に
興

味
を

持
た

れ
た

り
は

さ
れ

て
い

な
い

か
。

・
日

本
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

は
高

い
，

韓
国

は
ま

だ
安

い
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

・
宮

崎
駿

の
映

画
は

見
ら

れ
て

い
る

が
，

他
の

日
本

映
画

は
あ

ま
り

見
ら

れ
て

い
な

い
。

国
際

関
係

日
本

文
化

・
伝

統
文

化

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
輸

出
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①
 大

項
目

②
 中

項
目

③
 委

員
意

見
④

 ③
に

対
す

る
参

考
人

・
委

員
の

意
見

・
日

本
の

着
物

を
海

外
の

人
に

贈
っ

た
ら

，
袖

を
切

っ
て

肌
を

露
出

し
て

着
た

と
い

う
。

隠
す

よ
う

な
着

方
を

す
る

着
物

は
，

海
外

で
流

行
ら

な
い

の
だ

ろ
う

か
。

・
流

行
れ

な
い

と
言

っ
た

方
が

よ
い

。
着

物
の

帯
の

難
し

さ
，

着
物

を
着

た
と

き
の

足
さ

ば
き

，
体

の
締

め
つ

け
な

ど
が

問
題

で
，

着
物

は
や

は
り

機
能

的
で

は
な

い
。

着
物

の
美

し
さ

と
い

う
の

は
理

解
さ

れ
て

も
，

着
て

み
た

い
と

い
う

と
こ

ろ
ま

で
は

い
か

な
い

。
着

物
を

薦
め

よ
う

と
い

う
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
は

あ
る

が
，

機
能

的
で

な
い

と
こ

ろ
が

着
物

が
受

け
な

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

・
京

都
で

も
西

陣
織

を
壁

紙
に

す
る

と
か

別
の

形
の

産
業

に
し

て
い

こ
う

と
い

う
動

き
が

出
て

い
る

。

・
日

本
酒

が
海

外
で

有
名

に
な

っ
て

き
て

い
る

が
，

最
近

，
フ

ラ
ン

ス
の

国
会

議
員

で
日

本
酒

を
広

め
よ

う
と

い
う

趣
旨

の
議

員
連

盟
が

で
き

た
と

聞
く

。

・
日

本
酒

や
焼

酎
な

ど
結

構
フ

ラ
ン

ス
に

出
て

き
て

い
る

。
日

本
で

は
お

酒
を

飲
む

た
め

に
食

べ
る

と
い

う
感

じ
で

あ
る

が
，

フ
ラ

ン
ス

で
は

食
事

に
あ

っ
た

お
酒

，
食

べ
物

を
お

い
し

く
食

べ
る

た
め

に
お

酒
を

飲
む

と
い

う
違

い
が

あ
る

。
ど

の
よ

う
に

し
て

日
本

酒
が

や
っ

て
い

け
る

の
か

と
い

う
の

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。

国
際

関
係

日
本

文
化

・
伝

統
文

化
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追 加 意 見 

 

【意見①】 

神戸市中心地区まちづくりに対する提言骨子として 

 

将来像 

海と山とを感じる街こうべ 

 

独自性と課題 

○商業・都心居住・観光等がコンパクトに洗練された都市機能が集積。 

○ウォーターフロント部分と旧居留地・北野異人館など都会的要素と六甲山

系の自然を感じるという生活環境がベースにある。 

○駅間の通路がわかりにくく，バリアフリー。 

○三宮駅・元町駅共に“まちとしての顔”がわかりにくい。→海山が近いに

も関わらず，そのイメージがわかない。 

○バス・鉄道・タクシーの乗り場がわかりにくい。 

○周辺商業施設の老朽化（そごう，さんプラザ，センタープラザ）。 

 

指針 

○エリアごとにどのような機能を集積していくのかの検証 

（都心の整備） 

例示）神戸市中央区役所，勤労会館周辺エリアの考え方 

○駅と周辺を結ぶ歩行者ネットワークを再構築 

（まちづくりのコンセプト） 

○バリアフリー化による鉄道の乗り換え利便性の向上→ユニバーサルデザイ  

 ン 

（案内・サイン，高齢化への対応） 

○自転車と歩行者の共存 

（総合的な交通体系の整備） 

○防災機能を強化して，大規模災害への備え 

（まちづくりのコンセプト） 

○周辺街区と共同した防犯・抑止 

（まちづくりのコンセプト） 

○都市景観を踏まえたスカイライン形成 
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（まちづくりのコンセプト） 

○まちを持続的な成長を目指すための長期計画 

（まちづくりのコンセプト） 

 

指針を踏まえた具体案 

１）阪急・阪神・JR の動線をバリアフリー化。わかりやすいユニバーサルデ

ザインで統一。 

２）中央区役所・勤労会館・さんパル周辺を再開発の“種地”とする。 

“ころがし”型の公共施設整備により移転させながら整備を進める。 

（川崎市武蔵小杉駅周辺の事例）。 

大街区として複合的な整備計画。 

３）センタープラザ・さんプラザの建て替え・長期計画。 

４）JR神戸駅前の再開発。 

バスロータリー部分の地上部分を商業・住居施設等で，もっと有効活用

できるはず。 

民間からの提案等を募るべき。 

５）バス・タクシー等のターミナルをわかり易く・使い易くする。 

 

 

【意見②】 

大項目 中項目 追加意見 

まちづくり・交通 茅葺屋根民家の活用 住居としてではなく，飲食店や宿泊

施設として活用し，観光資源にでき

ないか？ 

まちづくりのコンセ

プト 

歩行者天国にして，神戸の土産物通

りにするなど，目新しい取組をすべ

きと考える。 

ＩＴ ＩＴ企業の誘致 例に挙げたのは，徳島県神山村。イ

ンターネットを利用する人数が少

ないからこそ，通信速度が速く，Ｉ

Ｔ事業の効率が上がる。町なかでは

なく，田舎こそ，ＩＴ企業家誘致に

適している。 
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実地調査報告（西日本旅客鉄道株式会社） 

 

１．日 時：平成２６年７月１８日（金）１０時～１１時１５分 

 

２．場 所：西日本旅客鉄道株式会社神戸支社 

 

３．参加者：委員７名 

 

４．説明者：当社近畿統括本部企画課担当課長，神戸支社総務企画課長 

 

５．要 旨： 

（１）計画全体の考え方等 

 ○ 当社の中期経営計画２０１７（計画期間：２０１３～２０１７）において，

「三ノ宮駅等の開発の検討」を明記している。 

○ 人口減少時代で，電車に乗る人が減るのを少しでも弱め，電車に乗ってでも

行きたいと思われるようにしたい。 

○ 周辺とは，相乗効果を出して，神戸の都心の活性化に貢献するとともに，回

遊性の向上を図りたい。 

○ 計画に明記したとおり，期間中に前向きに取り組んでいく。 

○ 京都駅の大階段や大阪駅の大屋根のような，三ノ宮駅のシンボルは市民が喜

んでもらえるようなものとしたい。 

 ○ 京都は駅の開発が契機となって周辺が活性化した良い例であり，三ノ宮とは

事情は異なるが，再開発により周辺の動きが出てくる感じにしたい。 

 ○ 回遊性について，３層ネットワークは１つの手法と考える。 

 

（２）計画の現状 

○ 駅ビルの規模，施設の内容，着工・完成時期など，具体については，まだ決

定していない。 

○ 駅の利便性の向上，土地の使い方について市当局と勉強はしている。 

○ 導入機能についても，現在検討中。温泉掘削は，許可は得ているが，どうい

った形にするのかは未定。賑わい創出に寄与できればと思う。駅舎の改築は現

在で一段落していると考える。 

○ 現在の三ノ宮の問題点は，デッキレベルの回遊性と阪神への狭い動線が挙げ

られる。 

 ○ ビルは高さ１６０ｍと報道されたが，当社が発表したものではない。 
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（３）神戸市等との連携 

 ○ 行政には，公共空間の整備など役割分担をしつつ，例えば容積率の緩和など

の協力を求めたい。 

○ 計画期間中に何らかの動きは出したい。神戸の都心の「未来の姿」検討委員

会や三宮構想会議の意見も参考にしたい。計画が動き出せば，重要プロジェク

トに位置付けられるものと考えている。 

 

（４）他の事業者との連携 

 ○ 交通事業者間で開発時期や内容などの擦り合わせ等は行っていない。公共の

景観ガイドライン等考慮すれば，調和は取れると考えている。全体のバランス

は頭に入れておかないといけない。 

 

（５）要望事項 

○ 交通事業者間の話し合いを行い，コンセプトを共有されたい。 

○ 歩行者が１階（地上）に降りた場合に，どう行けばいいか容易に分かるよう

に回遊性を図られたい。 

○ 駅東側の動線の改善も検討されたい。 
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調査報告（阪急電鉄株式会社） 

 

１．日 時：平成２６年７月２３日（水）１４時～１５時３０分 

 

２．場 所：第１委員会室 

 

３．参加者：委員１３名 

 

４．説明者：当社 不動産事業本部不動産開発部 部長及び課長，都市交通事業本部

都市交通計画部 部長（交通まちづくり担当）及び課長  

 

５．要 旨： 

（１）市営地下鉄との相互乗入れ等 

 ○ 市営地下鉄との相互乗入れ，地下化とも，まだ全く決まったものではない。 

 ○ 阪急・阪神の三宮駅を一体的に整備することは検討していない。 

 ○ 市営地下鉄との相互乗入れは，平成 16 年 10 月の近畿地方交通審議会の答

申で挙がったものだが，見直しの時期であり，フォローアップ会議，同審議会

での議論に積極的に参画したい。 

 ○ 相互乗入れで利用者の利便性の向上が図られるが，神戸のまちづくりとの整

合性を考慮し，メリット・デメリットを整理して考えたい。 

どこまでを地下化するかの確定案はない。バリアフリー化等の課題がある春

日野道駅の課題解決の一案としてもある。ただし，春日野道駅の課題解決策と

決まったわけではなく，春日野道駅はそれ自体としても検討する。 

相互乗入れにより生まれる土地の利用計画もまだない。 

終電の延長については，メンテのための作業基地が使えるようになれば，可

能性としてある。  

20 年のスパンの事業である。 

○ 新神戸，三宮，神戸空港を結ぶことは，市全体の交通計画として議論し，方

向性を決定していくべきで，一民間事業者として実施することは難しい。 

○ ＬＲＴは，新しいまちのつくり方の１つのツールであり，研究を始めている。 

  

（２）駅ビルの建替え 

○ ビル建替えについては，取締役会の意思決定に至っていないが，震災 20 年

を意識し，スピード感を持って進めたい。 

 ○ 三宮はターミナルであり，神戸の玄関口であるので，それに相応しいものと

したい。 

○ 市当局と相談しながら進めているが，駅ビルの大きさはまだ決定していない。

高層ビルを建設する計画であるが，現在の駅ビルが建っている約 1,000 ㎡の
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部分に建設するため，皆さんが思うほど大きなものにはならない。具体的な数

字は決定していない。 

○ ビルの低層階には商業施設，高層階にはオフィスとホテルが入る計画である。

低層部分には駅改札や乗換動線もあり大きな商業施設にはならないので，周辺

の商業施設等に大きなインパクトを及ぼすことはないと思われる。高層部分の

オフィス勤務者やホテル宿泊者により，駅周辺に新たな需要も生み出されると

考えている。乗換えスペースは，現実的に可能な範囲で，現状より少しでも大

きくする方向で検討している。 

○ 駅ビル建替えの時期は，市の三宮周辺地区の再整備基本構想がまとまった後，

整合性をチェックする必要があるため協議は来年度にかかってくるが，駅ビル

建替え工事に先立って，ビル内の鉄道関係設備の移設工事は来年２月の着手を

目標としている。市との協議が整えば速やかに着工したいと考えており，５年

経っても計画が固まっていない，というようなスピード感ではない。 

 ○ 駅舎の大きな改築は難しいが，市営地下鉄との間のエレベーター等は工夫し

たい。 

 ○ 現在の課題として，東口の天井高が低いこと，見通しが悪いこと，市営地下

鉄との高低差があり動線が分かりにくいことがある。 

 ○ 喫煙場所を駅ビル内の公共的空間に設けるというのは，事例もあまりなく，

考えていない。 

 

（３）神戸市等との連携 

 ○ 三宮周辺の再開発の全体構想や整合性は，行政に示していただき，その中で

できることを行っていきたい。 

 ○ 公共的な空間や乗換え利便施設について，国の補助事業とするため，県・市

と歩調を合わせて進めたい。 

 ○ 駐輪場は，土地の確保が難しい場所であり，行政や地元と一体となった取組

による他の駅での成功例もあるので，今後行政と協議したい。 

 

（４）他の事業者との連携 

 ○ 駅ビル計画についてはＪＲと話をしていないが，駅利用者の乗換動線につい

ては，市の調整のもとＪＲと意見交換を進めている。外観デザインについては

市の指導も受けて進めていくが，同じにするようなことは考えていない。 

 ○ 市営地下鉄との連絡部分の改良についても，市に相談・協力をいただきなが

ら検討している。 

 

（５）意見・要望事項 

○ 可能な部分については，交通事業者間の話し合いをされたい。連携を取り，

お互いにノウハウを出し合ってまちづくりに関わられたい。 

○ 駐輪場は，行政と一緒に検討されたい。 

○ 喫煙場所は，不特定多数の人が利用する施設であり，配慮が必要ではないか。 
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実地調査報告（株式会社日本設計） 

 

１．日 時：平成２６年９月８日（月）１５時～１７時 

 

２．場 所：株式会社日本設計本社 

 

３．参加者：委員４名 

 

４．相手方：株式会社日本設計 取締役副社長執行役員，同 執行役員都市計画担当，

同 都市計画群再開発担当部長，同 都市計画群第２グループ主管再開

発担当 

      丸紅株式会社 開発建設第一部開発第三チーム長（再開発・建替プロ

ジェクト担当），同 チーフマネージャー 

 

５．要 旨： 

（１）相手方の説明 

 ○ 三宮に感じたまちの強み 

  ・ 商業，業務，都心居住，行政，観光，エンターテインメントなど，洗練さ

れ，充実した多種多様な都市機能が集積 

  ・ ウォーターフロントや北野異人館，旧居留地などの歴史を感じさせるエリ

アも含め，都会的要素と，海と山などの自然要素も身近に感じる，地区資源

豊かな恵まれた都市環境 

  ・ 地下街，地下ネットワークが非常に充実している 

 ○ まちづくりを考える上で感じた弱み・課題 

  ・ 駅前における「まちとしての顔」が欠乏していると感じる 

  ・ 駅前の足元の地上レベルにおいて，修景スペース（歩行者空間のゆとり）

が不足しているとともに，歩行者動線が複雑であり，様々に交錯している 

  ・ 鉄道，バス，タクシー等の公共交通が複雑に共存している 

  ・ 三宮ターミナルビル，そごう，さんプラザ，センタープラザ，センタープ

ラザ西館等の老朽化 

 ○ 三宮の都市再生に向けて 

・ ①駅を中心とした一体的な拠点開発（まちの顔づくりと駅上部を含めた有

効活用）と②既成市街地の再編（連鎖的・段階的整備による面的なまちづく

りの構想）をセットで 

・ 歩行者空間と車両交通空間の分離による立体的解決等の公共交通の再編，

例えば，まちの土地利用に即して，駅南側は地上レベルを車両交通，２階レ

ベルは大々的な歩行者空間・修景空間を整備，そごうの街区など周辺との更

なる接続強化，駅北側は地上レベルに大々的な歩行者滞留空間を整備 
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 ○ 参考事例 

渋谷駅（東京都），新宿駅（東京都），上大岡駅（神奈川県），札幌駅（北海

道），大分駅（大分県），虎ノ門ヒルズ（東京都），大阪駅・梅田駅（大阪府），

武蔵小杉駅（神奈川県），上野駅（東京都） 

○ まちづくりを行う上で留意しておくべきこと 

・ 実現可能性を見据えたマスタープラン 

 まちの青写真をしっかりとつくり，柔軟に対応しながら計画を更新していく 

・ まちづくりの進め方 

 ① 施設の更新時期に合わせた連鎖的，段階的な整備 

 ② 様々な関係者が複雑に絡み合うため，関係づくりに留意していくことが

重要 

 ③ 鉄道抵当法など，まちづくり・建設関連法規のほかにネックとなる法規

はないか 

・まちづくりのトレンドキーワード 

 「再々開発」，「大街区化」，「立地適正化計画（都市機能誘導地区）」 

  

（２）意見交換（○：相手方，●：委員） 

● 地上は車両，２階は歩行者に分けるのは，人にやさしくない，車両中心の考

え方。歩行者を地上に取り戻せないか。 

○ 現状は，乗換えが分かりにくく，デッキも高低差がある。デッキも軸線を強

化することによって，渡りやすく，分かりやすく，連続させる視点もあってい

い。今の国道２号は欠かすことはできない，それを残し，うまく連携させるに

は，（歩行空間は）地下か上しかない。ポートライナーから来た人には，分か

りやすい。 

● 阪急はすぐに，ＪＲはいつかやりたいという姿勢。 

○ ある部分が固定化してしまうと，後で変えようがないので，早い方をやると

きに合わせて全体を考え，マスタープランの中で進めるべき。 

○ 駅前の拠点開発をして，三宮のイメージをつくっていこうということだが，

成熟した既成市街地を再整備するのは難しいこと。種地が必要で，連鎖的，段

階的にやらないとなかなか進まない。例えば，中央区役所あたりの一画はどう

かと考えた。今，そごうの東側が工事中だが，こういうのが建っていくと手遅

れになってしまう。 

○ 武蔵小杉の例のように，みんなで進める協議会的な組織をつくって，常に情

報交換しながら進めていくことが非常に重要。地元で生活したり，商売してい

る人が中心になっている。出せる範囲で計画をオープンにしながら，母体組織

があるといい。学識経験者は入っていない。 

● 神戸市は必ず学識経験者が入っている。地元は，商店会さえないエリアもあ

るが，ブロックごとに顔が違う。 

● 武蔵小杉は，川崎市が大本の画を描いたのか。 

○ 協議会そのものは地元中心で情報交換の場，市長は来賓。駅の街区は市が中

84



 

 

心となってマスタープランをつくって，権利者として事業に参画している。工

場が多く，跡地もあった。 

● 三宮は，ＪＲが開発のメイン。後で，阪急が発表するなど，それぞれの思惑

があり，いかにコンセンサスをとって進めていくか。 

○ 武蔵小杉の例では，市が中心で，ＪＲも若干いじったが，東急電鉄がメイン。

鉄道事業者とはやはり市が中心となって話をする。隣の民間の再開発事業と計

画を擦り合わせ，回遊性が確保され，相乗効果が生まれている。 

● 阪急と市営地下鉄の相互乗入れは，三宮が単なる通過点で，空洞化するおそ

れ，ＪＲとしては乗降客が減るおそれが指摘されている。 

○ 渋谷の副都心線と東横線の相互乗入れにより，通過している人もいるが，池

袋から直接来られる人も出てきた。プラスもあってマイナスもある。三宮に降

りようという魅力ある施設をつくれるかどうか。 

● ご指摘のとおり，三宮駅の再開発に伴って，中央区役所，そごう，さんセン

タープラザの３つのゾーンを考えていく必要を感じる。中でも，中央区役所の

ゾーン。駅北側の歓楽街と二宮も何かアイデアがないか。 

○ 何となくやっているところはあるが，武蔵小杉は戦略的に，公共施設をころ

がすように移転させ，再整備を行った（「ころがし」型）。公共施設はうまく駅

前の一等地に移転し，跡地にも再開発を仕掛け，国から補助金が入る，税収効

果もある，で市としてはハッピーな結果となっている。 

● さんセンタープラザも上は空いている。中央区役所の機能を移転して，種地

を生み出すとか。ただし，権利関係の問題を抱えている。 

● 駐車場は整備されているが，駐輪場がない。 

● そごうのエリアは，建替えの時期がばらばらで，どう束ねるか。 

○ 一等地であるが，現在工事しているところもあり，悩ましいゾーンだ。すぐ

にころがせないのであれば，国際会館を除いて，10 年，15 年先の計画を立

てておくことは考えられる。高さ制限がかかるのではないか。かかれば，面的

にやる方がメリットがある。 

○ 一時期にはできないから，アクションプログラムをつくっていくことではな

いか。20年，30年ぐらい先を見据えて。 
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実地調査報告（渋谷区） 

 

１．日 時：平成２６年９月９日（火）９時３０分～１１時３０分 

 

２．場 所：渋谷区役所及び渋谷ヒカリエ 

 

３．参加者：委員４名 

 

４．相手方：渋谷区都市整備部渋谷駅周辺整備課長，同 事業推進主査，同 区議会

事務局調査係長 

      東京急行電鉄株式会社都市開発事業本部渋谷開発事業部開発第一部

課長，同 課員 

 

５．要 旨： 

（１）渋谷区の説明 

○ 渋谷駅中心地区再開発の概要 

  ・ 渋谷駅は４社８線の交通結節点である。再開発は，まず，渋谷ヒカリエが

すでに平成 24 年４月に開業している。今，渋谷駅，道玄坂一丁目駅前，渋

谷駅南，渋谷駅桜丘口の４つの街区（地区）の再開発が同時進行している。

渋谷駅桜丘口地区を除いて，平成 25 年６月に都市計画決定した。 

  ・ 渋谷駅南街区は，東横線の渋谷駅があったところで，駅が地下化され，副

都心線と相互直通化した。その跡地の再開発である。平成 30 年度にビルが

竣工する予定。 

  ・ 渋谷駅桜丘口地区は，エリアが広く，市街地再開発事業で地権者が 64 名

いる。他の３街区から１年遅れで，平成 26 年６月に都市計画決定した。平

成 29 年度に着工し，オリンピックがある 32 年度に竣工予定。オリンピッ

クの後，12 月か年明けであり，何とかオリンピックまでに間に合わせられ

ないかと進めている。 

  ・ 道玄坂一丁目駅前地区は，地権者 10 名の市街地再開発事業である。平成

27 年度に着工し，30 年度に完成する予定。 

  ・ 渋谷駅街区は，駅ビル開発で，東棟，中央棟，西棟の３棟が建つ。東棟は

高さ 230 メートルで，オリンピックまでにできる。７月末に起工式があっ

た。中央棟と西棟は線路の上で，竣工は平成 39 年度。 

  ・ 「渋谷駅中心地区まちづくり指針 2010」は開発を進めていく上での，

事業者も含めたバイブルであるが，その上位計画があり，駅周辺に限れば，

平成 15 年の「渋谷駅周辺整備ガイドプラン 21」，緊急整備地域に指定さ

れたのが平成 17 年で，平成 19 年に「渋谷駅中心地区まちづくりガイドラ

イン 2007」を策定している。この中で７つの戦略を示している。「指針
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2010」は，その具体化方策を示したもの。この指針の策定に当たっては，

地元の方も１年以上，10 回以上も討議に加わっている。 

  ・ 討議の中で，渋谷らしさを議論したが，渋谷らしさとは，一言でまとめら

れない多様さであった。 

  ・ 計画で，ＪＲ線南口改札の設置及び自由通路の整備があるが，これは，現

状，駅南側は国道 246 号とＪＲ線で分断されているが，国道ができる前は

南口改札があった。今，改札は全て北側にあり，南側の人は，横断歩道橋を

渡らなければいけない。また，駅南街区と桜丘口地区はＪＲ線で分断されて

いるため 500ｍ程度南に下らないとＪＲ線を横断できない。自由通路整備

はそれを解消するもの。まちの悲願である。 

  ・ 副都心線と東横線の地下相互直通化のほか，従来，縦列であった山手線と

埼京線の並列化，銀座線ホームの島式化を行う。 

  ・ 整備されると，建物内で完結して人が街に出て行かないことが起こり得る

ので，各施設から街へ出すしつらえを考えている。 

 

（２）渋谷区との質疑応答（○：相手方，●：委員） 

● 「指針 2010」は，１年間でまとめたのか。 

○ その上位計画として，「ガイドライン 2007」がある。10 年以上前から駅

周辺をどうするか検討してきている。これに基づいて，もう少し具体的に，凝

縮して検討したのがこの１年である。 

● 街区の計画は，指針に基づいて，エリアの特色を定めてコンペで事業者を決

めたのか。 

○ こちらから誘導してコンペをしたのではなく，周辺に老朽化した施設があり，

開発の機運があった。都市再生緊急整備地域にも指定されていた。桜丘口を除

いて，地権者が限られていたので，主体的に進めていただいた。 

 

（３）東京急行電鉄の説明 

○ 東横線地下化と副都心線直通 

  ・ 副都心線は平成 20 年６月に開業，直通により，横浜から渋谷，新宿，池

袋を経由し，西武，東武も乗入れしているので，所沢や川越まで乗換えなし

で行けるようになった。平成 25 年３月に運転開始した。 

  ・ トンネルは，開削トンネルとシールドトンネルがあり，浅いところは埋め

戻す開削トンネルを，深い部分は，開削は不経済なのでシールドトンネルで

工事を行った。 

○ 渋谷駅周辺整備計画の概要 

  ・ 渋谷の課題として，①不便な鉄道の乗換（300ｍ離れた埼京線），②手狭

な鉄道コンコース，バリアフリーの欠如，③駅周辺の歩行者空間の不足，④

不十分なバス広場があった。 

  ・ 鉄道は，乗換えが不便な埼京線を，東急線の跡地を使って，山手線に並列

化することと，銀座線のホームを東に移設し，形状を島式にし，幅を広げ，
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バリアフリー化と混雑緩和，ＪＲとの乗換えの利便性を改善する。 

  ・ 駅前広場は，ハチ公広場を 1.5 倍拡張し，歩行者の空間を広げる。また，

バスターミナルを四角に整形し，歩車分離，安全確保を図ること，広場を拡

大，西口のタクシー乗り場を地下化する。 

・ 治水対策として，雨水貯留施設をつくる。近年のゲリラ豪雨対策である。 

・ 歩行者ネットワークとして，東横線も地下化し，縦方向の移動が多くなっ

ている。それを少しでも改善するため，ビルの中に，アーバンコアと呼ばれ

る縦動線を確保する。地上への動線をビルと一体的に整備する。 

・ 駅ビルは，東棟，中央棟，西棟の３棟だが，建物としては一体のものであ

る。東棟は渋谷で一番高い建物となる。 

・ 渋谷ヒカリエは，低層階の店舗と高層階の事務所の間に，2,000 席の劇

場を含む文化施設が入っているのが特徴。アーバンコアのある建物である。

また，元々，歩道橋があったが，２階部分でＪＲと接続するガラス張りの歩

道橋を整備した。 

・ 周辺のビル開発は，店舗・事務所のほか，渋谷駅南街区はホテル，桜丘口

地区は駅からやや離れているので住宅が入るのが特徴。 

○ 複雑な事業構成～基盤整備と開発の連携～ 

  ・ 関係する主体は，鉄道はＪＲ，東京メトロ，東急の３者，道路は国，都，

区の３者で，開発ビルは東急（電鉄ではなく不動産）が入る街区（地区）も

あるが，道玄坂，桜丘口は市街地再開発組合であり，多数にわたっている。

多くの関係者の合意の上で積み重ねられている。「ガラス細工のような」意

思決定と事業構成と言われている。 

  ・ 計画段階の合意形成は，委員会形式で，都市基盤，まちづくり，駅前広場，

鉄道，道路，歩行者ネットワークを検討してきた。メンバーは３人の学経と，

国，都，区，そして鉄道事業者。行政も一つの部局ではない。 

  ・ 事業段階では，駅前広場，地下広場，渋谷川，鉄道，国道，ビルの計画を，

一体的事業として再構成した。具体的には，土地区画整理事業として一括し

て行うほか，都市再生特区を活用した都市施設の整備，鉄道と国道は単独事

業として行うこととした。 

  ・ 施工段階では，「渋谷駅中心地区工事・工程協議会」を立ち上げ，東京国

道事務所が中心となり，複数事業が同時に実施される中で，最適な施工手順

を検討している。 

  ・ 管理運営段階では，渋谷駅前エリアマネジメント協議会というビルを中心

とした組織を設置している。取組としては，情報発信や施設管理，防災・防

犯など。ビルが完成した後ではなく，工事中の魅力づけ施策の実施などすで

にやっているところが特徴である。 

 

（４）東京急行電鉄・渋谷区との質疑応答（○：相手方，●：委員） 

 ● トンネルは２つのやり方があるとのことだが，コストは。 

 ○ 一般的に，駅舎を含めて１ｋｍあたり 300 億円と言われる。トンネルのみ
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で感覚として１／３くらいではないか。 

 ● ガラス張りの直結デッキの，行政と事業者との負担割合は。 

 ○ もともとあった歩道橋は民間所有であったので，その置換えのため 100％

民間負担である。 

 ○ 自由通路は区が負担するところもある。 

 ● 官民の土地交換は，具体的にどうしたのか。 

 ○ 区画整理なので，相対で交換というのではなく，設定し直したということで

ある。 

 ● 行政が持っていた土地はなかったのか。 

 ○ 道路用地としてある。 

 ● 再開発によりキャパシティが増えるが，採算がとれるということで参画され

ているのか。 

 ○ もともと需要に対し，高層ビルがなかった。ＩＴ系企業の着目が非常に高い。

ＩＴ系は伸びているので，その予測の下で進めている。 

 ○ 渋谷には広い床の事務所がないと前から言われていた。企業が大きくなって，

渋谷に居たいけれども場所がないので出ていく。それが戻ってくるかもしれな

いし，外国企業も考えられる。全部足して，六本木ヒルズ並みである。 

 

（５）視察 

   渋谷ヒカリエから，工事状況の視察を行った。 
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